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北大文学部紀要 39-3(1991) 

ロシア革命と辺境植民地

一一中央アジア・セミレ{チエ地方

を中心に (1918-1922年トー

西山克典
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はじめに一一一課題の設定一一

ロシア中央部 UeHTpaJIbHa兄 POCCH5Iの周縁にひろがる辺境地域 OKpaHHa

は， ロシアの征服と支配をうけ，植民と開発の対象とされてきた。この辺境

地域は併合と支配により，帝政ロシア，あるいは，その後のソ連邦の全的動

勢に揃め込まれることになるが，それぞれの地域に内在する固有の史的律動

も保持していた。この史的律動は，時としてその力と振幅を増し，帝国や連

邦の全的律動を破り，自立的波動を鮮かに示す。それは，一定の条件の下で

は、国家的独立まで政治的昇華を遂げるが，戦争・革命・内乱のなかで国家

が危胎に瀕L，それを枠組とする全的律動が変調と衰退をきたす状況のなか

でも，自らの自立的波動を顕現させるのである。帝政ロシアからソ連邦に至

る，多様な地域から成る研究対象を理解するために，地域に内在するこの史

的律動の把握は必要不可欠であろう。地域は，単に，全体を構成する全体と

同質の一区分ではなく，全体と異なる律動を内在させていると認識されて，

はじめて，地域は歴史研究の対象として十全な資格を得，全体の把握もより
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構造的に深められると思える。

さて，帝政ロシアの辺境地域では，この史的律動は，それを形成する様々

な要因一自然，民族，隣接地域・国家との位置関係などーの合成であるが，

植民はそれらのなかでも大きな規定要因の一つであった。歴史家クリュチェ

アスキーは，嘗て rロシア史は植民されるくにの歴史である」と述べ， 植

民に視座をすえたロシア史全体の時期区分と把握を提唱したがり，辺境地域

は，植民によって地域の史的律動の基調がまさに与えられる歴史的空間なの

である。シベリア南部から，カザフとキノレギスのステップ，南ウラル，さら

にコーカサス地方， クリミヤ半島へと続く遊牧民の世界は，この植民と中央

からの支配の対象とされた地域であった。この地域はさらに国境を越え，モ

ンゴル，新彊，チベットへと連なるユーラシアの草原を成し，ここは，反植

民主義を掲げ，民族の自立と解放を求める牧民の，いわば「草原の革命」が

展開される場となった2)。本稿の対象とするセミレーチエ地方は， ユーラシ

アに跨るこの草原のほぼ中央の十字路に位置し，帝政ロシアの中央アジア支

配の一つの拠点となったところである。セミレーチエ地方での植民の展開と

社会的矛盾の醸成， 1916年のムスリム蜂起， 1917年のロシア革命の進展に

ついては，既に論ずる機会があった3)。ここでは， ロシア中央部での十月草

命の衝撃をうけ，植民地に成立したソヴェト権力の社会的基盤とその政策，

入植農民の行動と農民革命の性格を明らかにし，革命のハイライトを成す脱

植民化の土地改卒と政治闘争を跡付け，植民地の革命の構造と特性の把握を

目指す。

この辺境植民地に於ける革命の構造と特性の問題は， 1920年代のソ連で熱

く論議されていた。辺境民族地域の党とソヴェト活動家にとって，脱植民化

をめざす土地改卒と民族問題は，鋭い政治的イ y シューであった4)。 だが，

1930年代以降，ロシア革命の「一体性」論のもとで，地域の革命の自立(律)

性は否定され， 1921-22年の土地改革も 1917年 10月にはじまる土地革命の

連続ととられ， 1921-22年， 25-27年と二度に及ぶ中央アジアの土地改革

も，中央ロシアの土地革命に似せて， フやルジョワ民主主義的とするか，社会

主義的とするかの性格論議に専ら終始することになった5)。研究における民
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族主義への否定的態度と相侯って，脱植民化の要素が稀釈され，後景に追い

やられることになったのである。戦後の西側では，冷戦の知的雰囲気のなか

で， ソ連での民族自決の政治的形式性，虚飾性を問う一連の研究が出た。こ

れらの研究では，辺境植民地の革命はロシア人移民=入植者によって担わ

れ Iソヴェト化 sovietizationJ という新しい支配がもたらされ， 1921-22 

年の土地改革が民族関係を鋭化させたことが強調されるが，植民地における

土地改革の実態と意義に強い関心が向けられることはなかった6)。日本では，

1950年に的場氏が中央アジアの農業変革を先駆的に論究し，続けて，木村氏

が，中央アジア草命史研究のなかで，土地問題と民族問題に係る一連の研究

を発表してきた。だが，両氏ともトルケスタンの濯概農業と棉作に主な関心

を向け，この地域の第二次土地改革に大きな比重をさいた。従って，ステッ

プ地域セミレーチエの土地改革とその政治闘争については，今後の課題とし

て残されていたといえよう 7)。

さて，ソ連と欧米の研究にみられるように，辺境植民地の革命と土地改革

に全的な肯定あるいは否定のアクセントをおくのではなく，本稿では， 1916 

年ムスリム蜂起ではじまった中央アジアの革命を，具体的にセミレーチエ地

方で検証し，辺境植民地の土地改革と政治闘争の意義を確認し，これをいわ

ば未完の草命として位置づけることを課題とする。

注

1) B. O. KJIlo可巴BCKH晶， Co可HHeHHllT. 1. M.， 1987， c. 50-53. クリュチェフスキーの

この植民史観は，帝政ロシアの辺境異民族地域の支配を歴史的に正当化する論拠とし

て:J'f用さ.:h-た。 CM.，A3HaTcKall Pocc耳目・ T.1. H3瓦aHHeTIepeCeJleHqeCKOrO Ynpa-

BJleHHll rJlaBHOrO YnpaBJleHHll 3eMJleycTpo員CTBaH 3巴MJle江eJlHll.Cn6.， 1914， 
C. V. 

2) 田中克彦『草原と革命』恒文社， 1971年 (1984年復刊)，同『草原の革命家たち』中公

新書， 1973年 (1990年，増補改訂)。

3) 111¥稿「帝政ロシア・セミレーチエ地方に於ける植民の展開-1867-1914年-J[j'北大

史学』第29号 (1989年B月)，同「中央アジアに於けるムスリム蜂起と革命ーセミレ

ーチエ地方を中心に (1916-1917年)一J[j'北海道大学文学部紀要Jl38ノ3(通巻68号)

1990年 3月。

4) 1921年春の第 10回共産党大会で，民族問題の副報告者を務めた r.サファーロフは，
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辺境地域のソウ、ェト権力の植民主義的性格を告発し，セミレーチエ州の原住民に土地

に対する権利を保障せずには，辺境に於ける民族政策は問題とならないと主張してい

た。 且eC51TbI盈 Cも巴3瓦 PK口(6). CT巴HorpaφI:l'IeCKH負 oneT.M， 1963， c. 193-4. 

二年後の第 12回党大会では， カザフ人革命家 T.P.ノレィスクロフが， ロシア中央部

では農地改革が実施されたが，多くの辺境では，それは行れず，カザフ入社会には何

らの変革ももたらされなかったと発言し，辺境地域での土地改革の不徹底を批判し

ていた。且BeHa，lJ;r.，aTbI盈 Cもe3j{PK口(6). CTeHorpa中日間CKH註 OT'IeT.M.， 1968， 

c. 512-514. 

5) B.口.且aHHJIOB，K HToraM H3y可eHH51HCTOpHH COBeTCKoro KpeCTb51HCTBa H 

KOJIX03HOro cTpOHTeJIbCTBa B CCCP. <<BOrrpOcbI HCTOpHH>>， 1960， Ng 8， c. 42-43 ; 

r.φ.且aXIIIJIe首rep，COQHaJIbHO-3KOHOMU'IeCKHe rrp巴06pa30BaHH51B ayJIe H 
瓦epeBHeKa3axcTaHa， AJIMa-ATa， 1965， C. 24-25; A. E. EpeHOB，況(.X. KocaHoB， 

JIeHHHcKH貨j{eKpeT<<0 3eMJIe>> H pa3BHTHe COBeTCKoro 3eMeJIbHOrO KO疋eKca

Ka3aXCKO宜CCP.<<I13BeCTH51 AH Ka3ax. CCP>>， cepH耳 06meCTBeHHbIXHayK， 

N2 3， 1977， c. 24. 27. 

6) W. Kolarz， Russia and her Colonies. London.， 1953， pp. 7， 263; R. Pipes， The 

Fo門nationof the Soviet Union， 1957 [revised. ed.， 1964]， Harvard U. P.， p. 174; 

E. All worth， ed.， Central Asia. A Century of Russian Rule， London， 1967， 

pp. 240-241; 240-241; M. B. Olcott， The Kazakhs. Hoov巴rInstitution Press， 

1987， pp. 158， 162. 

7) 的場徳造「ソ連邦中央アジア濯瓶農業地帯の土地改革J11農業総合研究j]1950年3

月臨時増刊号(所収『コノレホーズの歴史と展開j]1980年，お茶の水書房， 218-9頁L

木村英亮「植民地における革命の構造ー中央アジアにおける十月革命ーJnt絞文化
研究j](東京大学教養部)第6輯， 1965年， 195-6頁。同「モノカノレチャ植民地の社会

主義的改造ーソ連中央アジアの棉花栽培と農業変革ーJ11土地制度史学』第34号，

1967年 1月， 26真。木村氏はトノレケスタン委員会と Jレィスクロフの政治活動を扱っ

た論文で，何度か第一次土地改革へも言及している。だが，ムスリム・コミュニスト

の指導者としての彼の行動を， 1地方民族主義Jの偏向の枠内で把え，彼らの脱植民

化の志向が十分に評価されない憾みが残る (1ソヴェト中央アジアにおける社会主義

と民族主義， トルケスタン委員会とノレィスクロフJ11史潮』第5号， 1979年， 11，20，

21頁)。文，奥田氏は 1920年代ソ連のフート Jレを扱った論文のなかで， トJレケスタン

の土地改革の特異性を考慮せずに，それを 20年代のフートル清算の行政措置の一地

方的事件として提示し，脱槌民化を目指す土地改革の基本的性格を失念している。奥

田 央「ロシアのフートノレについてJ(11ソ連農業の歴史と現在』木鐸社， 1989年，所

収)14頁。
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I. ソヴェ卜権力の樹立

トルケスタン地方では，二月革命以降，タシケントの労兵ソヴェトを中心

に苧命運動が展開していた。この担い手は，中央アジア鉄道とオレンフ守ル

グ=タシケント鉄道の労働者とトルケスタン軍管区の守備隊兵士で、あった。

前者は植民地開拓=支配の基幹となる両鉄道の労働者であり，第一次ロシア

革命でも， 1917年に始まる革命でも辺境地域の労働運動を主導する勢力であ

った九後者は， トルケスタンで兵役免除の原住ムスリムにかわって，専ら

外来移住民から召集され，セミレーチエ出身兵(移民)の動向にみられるよ

うに， 1917年にはレプシンスク七月事件，タシケント九月事など一連の兵擾

を起こし，臨時政府のトルケスタン支配に脅威を与えていた2)。

植民地トルケスタ γに於けるロシア支配の拠点，タシケントでは，首都ベ

トログラードの武装蜂起とソヴェト権力樹立の報を受けて， 10月28日から

守備隊兵士と鉄道労働者を中心に武装蜂起が始った。 11月1日には革命派が

勝利した3)。続いて，第三回トルケスタン地方ソヴェト大会 (11 月 15~22 日)

が召集され，ソヴ z ト権力の樹立を承認し，ムスリム代表の権力参与を斥

け，左派エス・エル，ポリシェヴィキ，マキシマリストから成る人民委員会

議を選出した4)。ロシア人主導のこの革命過程から排除=疎外されたムスリ

ム代表は，フェノレガナ州コーカンド市に集結し，第四回トルケスタン地方ム

スリム大会 (11 月 26~29 日)を開催した。大会で自治トルケスタン臨時政府

(所謂「コーカンド自治J)の樹立が宣言され， 翌日年2月19-20日に， タ

シケントから派遣された赤衛隊によって打倒されるまで，タシケントを中心

とするソヴェト権力と対峠することになった5)。 ここには，辺境植民地に共

通の革命過程の「並行性」が明瞭な政治的表現をえているのであるが，コー

カンド自治政府の壊滅は， ソヴェト権力にとって由々しきパスマチの運動を

誘発しフェルガナ問題」を生むことになる。

さて， トノレケスタンの東南端に位置し，中国新彊省と接するセミレーチエ

地方では，タシケントの労兵ソヴェト主導の，あるいはコーカンドのムスリ

ム主導の権力樹立とも異なる，辺境の植民地社会に規定された独自の政治プ

ロセスが現出した。ここでは，タシケントの緊迫した事態の知らせをi受け
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て， 11月1日にセミレーチエ・コサック軍が要衝を制圧し，翌2日に当州に

軍事独裁が布告された。

r1. 戸シア全般，特lこトルケスタンで，ボリシェヴィキの運動によって引

き起こされた諸々の事件のため，また，セミレーチエが統治の中心，ペトロ

グラードとタシケントから遠く引き離されているため，セミレーチエ・コサ

ック寧は 1917年 11月2日から……(中略)……臨時政府の合法的権力とロ

シア中央部との連絡が再興されるまで，軍自体に於て全権力を掌握する。

2. ポリシェヴィキの運動が，タシケントからこのセミレーチエへ波及す

るのを警戒し，コサックは，州内で秩序を素乱するし、かなる行動も許さない

と表明する。

3. 住民の無責任な集団行動は全て，どこから生じようと，コサックによ

って容赦なく鎮圧される。

4. コサ γ グの行動は全て，一つののこと，即ち，祖国と我が地方を救済

し， ロシアの主人たる憲法制定議会へ祖国を導くことに向けられる。

5. 軍を代表する軍評議会と軍政府(寧アタマンと草庁)は，臨時政府代

表と密に連絡をとり活動したし，活動し続ける。

6. 軍は，どのような秩序素乱も許さないという点で，軍と社会の現存す

る全ての団体の全幅の支持をえていると確信し，憲法制定議会まで我が地方

を導くことを支援する。 軍評議会及び軍政府 原文に相違なしJ6) 

この軍事独裁の政治的指導を執ったのは，臨時政府トルケスタン委員会の

当州コミッサール， o. A.シュカプスキーと， タシケントから逃れてきた同

委員会軍事コミッサール， B. r.イヴァーノフであった九彼らは， M.トゥ

イヌィシュパエフや 11.ジャイナコフ且)Ka訪日aKOBらカザ、フ人のアラシュ・

オルダ党の支持を取りつけB)， さらに， 協調派社会主義者が指導する州労兵

農ソヴェトのタシケントの革命派ソヴェトによる権力奪取への反挺にも助け

られへ軍事独裁を樹立したのである。この軍事独裁の社会的基盤は，辺境

の特殊な軍事身分であるコサックと被抑圧ムスリムであった。彼らは，当州

で11月12日と 26日に行れた憲法制定議会選挙に統一選挙名簿を提出し闘

った。セミレーチエのコサック軍評議会とアラシュ・オルダ党のこの共同統

-6-



ロシア革命と辺境植民地

一名簿には， 219，832票(得票率52.8%)が投ぜられた。他方，革命派は独自

の選挙名簿を提出できなかったが，州、|労兵ソヴェト，州、l農民ソヴェト，キル

ギス人勤労者組織《プカラ》の統一選挙名簿は， 167，793票(得票率40.3%)

を得ていた問。セミレーチエでは，移民=入植者の社会的行動に脅威を覚え

Tこコサックとムスリムの社会的同盟のうえに，各地でのソヴェト権力樹立の

衝撃を受けて，軍事独裁が成立したのである。しかし，入植ロシア人社会が，

労兵農ソヴェトの選挙名簿へ投票したように，軍事独裁は入植民社会に強固

な足場をもっていなかった。

植民地セミレーチエに成立したこの軍事独裁は，その 11月2日の独裁宣

言にみられるように Iポリシェヴィキの運動」の名で示される草命の外か

らの浸透を防遇し，内からの醸成を抑止することに懸命となった。当外|には

戒厳令が布告され，州都ヴェルヌイ (現アルマ・アタ)の要衝にはコサ y ク

兵が配備され，街頭での民衆の集合を厳しく警戒した。州都の西，カスケラ

ン駅の検問所では，帰郷するセミレーチエ出身兵の身辺と思想が取り調べら

れた11)。さらに，タシケントの革命を逃れ，ヴェルヌイへ来た士官学校生徒

から，ユンケル部隊を編成することが決定され12)，アラシュ・オルダ派の下

には 2千人のムスリム部隊が編成された13)。このように革命の波及を防遇

しつつ，自らの軍事力を補強し，軍事独裁は自らに脅威となる社会組織，と

りわけ移民=入植者を代表するソヴェトの解散に向った。 12月26日に，州

兵士ソヴェトの解散が命じられ， 翌 18年 1月初めには， ヴェルヌイの労兵

ソヴェトが解散された。この解散に反対した，ヴェルヌイの革命運動の指導

者，オフチャーロフK.B. OBlJ:apOBは逮捕され，外|農民ソヴェト機関紙『農

民新聞』で，軍事独裁を非難した編集者ベレゾーフスキー A.TI. Eepe30BCKII負

も逮捕され，新聞は発刊停止となった。両人とも秘かにコサック兵により殺

害された問。 18年 1月2日から第二回州農民大会が聞かれ，川、!農民ソヴェト

を選出したが，軍政府はこの農民ソヴェトも解散し，その議長， グレーチュ

コTI.且.rpelJ:KOを逮捕した15)。 このように， 移民=入植者を基盤とするソ

ヴェトを解体しつつ，ムスリム住民とコサックの軍事独裁への統合が目指さ

れた。続けざまにカザフ=キリギス， ウイグル=ドゥンガンの州大会， コサ
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ック寧の総会 Kpyrが開催され r権力纂奪者=ボリシェヴィキ」と闘い，憲

法制定議会のみを承認することが確認されていったのである向。

この軍事独裁は， ドンのカレーヂン箪，オレンブールグのドゥートフ箪へ期

待をょせ，全ロシア的な反革命「南東同盟 IOro-BoCTO四国政 COlO3J との連繋

を強めていった17)。だが，コサックと原住民の同盟に依拠する，この軍事独

裁へは，入植ロシア人の強い不信と不安が醸し出されることになった。コサ

ックと原住民が一緒になって，入植農民と都市の町民を皆殺しにしようとし

ているとの風説が拡ったのである18)。だが，軍事独裁は， 1916年ムスリム蜂

起以来の鋭い民族的敵対と不信を解消する措置も，植民地の土地問題の有効

な解決策も提示できなかった。州移民局長から臨時政府の下で，州土地委員

会議長に!就任したエス・エルのゴンチャローフスキー B.A.rOH可apOBCKHH

は 18年 1月の州土地委員会の第二会議で， 1916年ムスリム蜂起の事後処

理としての原住民移転を継承・実施すると述べた日¥ 2月初めに州、|土地委員

会が採択した「郡土地委員会への指令書」は，当事者聞の自発的貸借により

土地問題の解決をはかることを指示したにすぎない20)。 しかし，旧来の措置

の踏襲では最早，移民=入植者も原住ムスリムも満足させることはできなか

っTこ。

セミレーチエのこの軍事独裁の存在を脅す動きは，植民地社会の外来移民

のなかに窺われたが，まず何よりも入植農民のなかから強力に現れることに

なった。 18年 1月2日から 10日までヴェルヌイで聞かれた第二回州農民大

会には，臨時政府トルケスタン委員会のメンパー，憲法制定議会へ選出され

た議員，さらにコサック代表らが駆けつけ，農民代表の説得と支持の取り

つけに動いた。だが，大会はグレチュコ日.且.rpe可KO，パーヴ戸フ口.H. 

TIaBJlOB， カザコーフ Ka3aKOBら後にポリシェヴィキとなる農民に率られ，

賛成 131，反対 15，棄権7の圧倒的多数で，ロシア中央部ではソヴェトに権

力が移ったことを確認し， r我々，中央から切り離されたセミレーチエ人は，

自由，公正な秩序ロOp5I江OK，その他の革命の成果を強化するために闘う同

志，農民に公然たる支持を表明する」と述べ，ロシア中央部のソヴェト権力

支持の立場を打ち出したのである21)。大会は軍事独裁の「南東同盟」への志
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向を拒け，中央ロシアのソヴェト権力への合流をめざし，大会指導部から最

初のボリシェヴィキ・クやループを形成したのである22)。

この農民大会では帰郷した出征兵士の姿も多くみられたが，各地で革命の

息吹に触れ，故郷へ戻る兵士の流れは，セミレーチエにも及んだ。特に，タ

シケントで動員解除となり，故郷の入植村落へ向う兵士は軍政府に大きな脅

威となった問。軍政府を支えるコサックのなかにも，革命の影響は浸透して

いた。 18年 1月末に，外地ベルシャから第二セミレーチエ・コサック連隊が

帰還したが，彼らは任地で厭戦気分にひたり，動員解除を求め，帰途では鉄

道労働者や各地のソヴェトの影響を受けていた。 2月15日に，このコサック

連隊の兵営近く，ヴェルヌイの旧墓地広場で、大衆集会が行れた。軍政府は集

会を解散させ，逮捕者が出たが，その中に連隊兵士もいたことから，事態は

一挙に緊迫した24)。 コサック連隊が革命側に移り，軍事独裁の指導者，シュ

カプスキーもイヴァーノフもヴェルヌイから遁走したのである25) 3月2日

に，再び大衆集会が催され，市住民，労働者，帰郷兵士に加えて，第二セミ

レーチェ連隊も参加し，ソヴェト権力樹立の決議が採択された。このセミレ

ーチエ連隊から編成された戦闘部隊が，市の要衝を制圧し，翌3日には，ヴ

ェルヌイの武裁蜂起は勝利したのである 26)。

ヴェルヌイでの政変， ソヴェト権力樹立とあい前後して，セミレーチエ州

の各地でソヴェト権力が形成されている ピシュベク(現フルンゼ)市では，

17年11月末より地方権力は機能麻埠の状態に陥っていたが，12月31日の樫

園での大衆集会，翌 1月1日の労兵ソヴェト会議，続いて 2月の郡ソヴェト

大会で，ソヴェト権力の樹立が承認されていった27) 3~4 月には，ヂャルケ

ント，コパル，レプシンスグ郡でもソヴェト権力が樹立された28)0 1916年のム

スリム蜂起後，殆んど全てのキルギス人の土地が入植農民に占拠されていた

プルジェヴァリスク郡では，入植者が18年1月に地方会議 3eMCKoeC06paHHe 

を組織し，この地方を支配した。州郡ヴェルヌイにソヴェト権力が樹立され

ると，この地方会議は郡ソヴェトと改称し存続した。 6月26日に郡市プルジ

ェヴァリスクにパーヴロフの指揮する赤衛隊と州ソヴェト代表が到着し 7

月 1日に郡ソヴェトが新たに召集され，地方権力は漸くソヴェト的形態をと
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った29)

辺境植民地セミレーチエでは， ヴェルヌイ， ピシュペクのように民衆の直

接的結集 大衆集会を契機に，あるいは，他の地方のように地方権力がソヴ

ェトを中心に改編されることによって， ソヴェト権力が形成された。だが，

このソヴェト権力の基盤が何よりも，移民=入植者であったことを，まず確

認しておかねばならない。ヨーロッパ・ロシアやシベリアからの農民入植

者，入植地を求めつつ都市に滞留し町人身分に転籍した手工業者，雑業従事

者，入植地の営農に気を引かれて帰郷したセミレーチエ出身兵，戦争のなか

で革命の息吹きにふれたコサック兵などによって，ソヴェト権力は担われる

ことになったのである。確かに，原住ムスリムの代表，あるいは活動家が卒

命過程に参加したことを示す，個々の貴重な例がある30)。だが， ソヴェト権

力の社会的基盤の中核は，入植農民を結集した農民ソヴェトであった。州農

民ソヴェトは，既に 17年 12月20日に軍事独裁に抗議しつつ， f25万農民の

見解の代表者」と主張していたが況にこの 25万とは当州の入植農民の数で

あり， 100万余の原住ムスリムを考慮、した数ではなかった。 ヴェルヌイ武裁

蜂起の後， 3月4日の晩に設置された州軍事革命委員会には，その 23人の構

成員中，農民ソヴェトから最大の 7人が送りこまれている32)。入植農民を結

集した外|農民大会と，そこで選出された州農民ソヴェトが革命過程を牽引

し 3月4日以降，農民ソヴェトは他の諸組織から各2名の代表を補い，辺

境植民地のソヴェト権力の社会的中核をなしたのである33)。

ついで，植民地のこのソヴェト権力が，ロシア中央部，シベリア，さら

に， トルケスタンに於けるロシア革命の拠点，タシケントへの帰ーを志向し

ていたことに注目しなけなばならない。ピシュベクでは， 18年 1月1日のソ

ヴェト会議で，エス・エノレの議長チトーフ M.TIITOBに代って，ボリシェヴ

ィキのシュヴェツ・パザルスキー r.11. lllBe~-Ea3apCI{1l貨を選出し，ロシア

草命の拠点，ぺトログラードとタシケントの中央ソヴェト権力に合流すると

決議した判。だが，市会ではシベリア自治政府への合同を求める動きがあ

り，結昂史 1 月 20~21 日に市民の賛否が問われた。この市民投票の結果は，

シベリプペの合邦支持21票に対し，ベトログラードとタシケント支持は277
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票，残り 3027票は憲法制定定議会まで未決とするものであったお)。ピシュ

ベク住民の，中央の帰属先をめぐる揺れ動きは，同時期の第二回州農民大会

でもみられた。大会はセミレーチエ州をシベリアへ併合することを憲法制定

議会に求めると決定しつつ， ["今後，この問題が憲法制定議会で解決される

まで，我々は中央とタシケントからの命令を執行する」と留保・確認したの

であるお)。自ら依存し帰属する方f立を，ぺトログラード=タシケントとする

か，シベリアとするか，あるいは憲法制定議会の判断に委ねるかは別とし

て，辺境植民地での入植者=移民の中央への帰一志向は強力で、あった。中央

の指令のうち「地方の諸条件に合致するとみなされるもののみ執行される」

ことを求めた代議員の提案を大会は厳Lく拒けているのである37)。大会でソ

ヴェト権力支持を打ち出した決議の文言ロシアではソヴェトがある， 我

々もソヴェトを支持する! ロシアでは真実 rrpaB)l.aがどこにあるか， より

一層明瞭である」にお)， ["我々，中央から引き離されているセミレーチエ人」

の中央志向の熱L、想いが秘められている。

結局，セミレーチエの入植民社会は，辺境のコサックと異民族を結集した

「南東同盟」を拒否し，彼らを移民として送り出した地域と社会の卒命への

帰ーを志向したのである。シベリア「自治政府」が，中央からの自立を強め

るに応じて，入植民社会はベトログラードとタシケントへの方f立を明確に

し， そこに植民地に於ける自らの地位の保持と強化を求めたののある。["権

力をソヴェトへ」のスローガンの下で 17年10月から翌年夏までロシアの

各地に生れたソヴェト権力は["地方主義 MeCTHWleCTBOJの名で呼ばれる自

立性を発揮したが，辺境植民地セミレーチエのソヴェト権力は逆の中央への

強い志向=帰属を示したのである。 18年5月末にヴェノレヌイで聞かれたソヴ

ェト会議は，セミレーチエ州各地の代表を集め，州全体のソヴェト執行委員

会を選出し， 中央政府と革命の指導者レーニンへ宛て自由なロシアの

pyccKa冗連邦社会主義共和国の栄光」のため活動している同志への支持を表

明していた39)。ここには，ロシアに住む非ロシア人を含めた人々一般ならざ

る，ロシア人移民=入植者を社会的基盤とするソヴェト権力の中央への強い

帰属志向が潜んで、いる。
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植民地に成立したこのソヴェト権力は，原住ムスリムに対して新しい政策

を打ち出し，土地問題への対処をせまられていくことになる。州都ヴェルヌ

イでソヴェト権力の樹立が宣言されて直後の 3月7日に，州軍事革命委員会

は民族問題への取り組み=原住ムスリム対策に着手している。この委員会

で，首都ベトログラードの民族問題コミッサールから 1916年蜂起の結果生

じたキルギス人への抑圧に対する措置について照会があったことが伝えら

れ，抑圧・迫害防止のあらゆる措置がとられていると返電することが確認さ

れた。次いで，会議はトカシュ・ボキンの提案をうけて，アラシュ・オル夕、

党州委員会の活動を調査する委員会の設置を決め，原住民に「権力は勤労人

民の手にあり，今迄のような抑圧はもはや存在しなくなるであろう o 勤労

人民は民族の差異なく一つの核に合流し，手を取り合い長く待望した福祉

6JIaroを創造せねばならなし、」と宣布すると確認した40)。 この 3月7日の会

議で三つの基本点が指摘されたといえよう。まず， 1916年蜂起の結果生じた

ムスリム抑圧への対策で、あり，次いで、，民族主義者の組織への対応であり，

第三に，民族の差異なく「勤労者」として原住ムスリムをソヴェト権力へ統

合する方針である o これらの基本点は，植民地セミレーチエのソヴェト権力

が今後一貫して民族政策の分野で対応を迫られる論題となった。第一の点で

は，第二回州農民大会が， 1916年蜂起をツアーリ政府の政策によって引き起

こされたと認めつつ，民族解放の性格を評価できなかったように41)， ソヴェ

ト権力の対応も飢餓と困窮からのムスリムの救済・救協の闘を越えるもので

はなかった42)。従って， 1916年蜂起の結果強まったムスリムへの抑圧はこの

後も尾を引くことになる。第二の点では， 4月 11日にアラシュ・オルダの組

織一掃が決定され，民族主義組織の解散が求められてし、く。この解散決定は，

原住民社会のなかに階級分化の方針をもちこみ 1勤労キルギス人」の統合

をはかる第三の論点とも結びついている。 4月11日の決定は 1富裕なキル

ギス人」をアラシュ組織の担い手と同定し 1勤労キルギス人の利益を守ら

ない」彼らからの畜群の没収，税の徴収，組織の解散を求めたのである43)。

さらに州ソヴェト執行委員会の下に民族部が設置され，ロシア語とともに原

住民のトュルグ語も公用語と認定されていくが44)，総じて，民族政策は民族
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の同権と勤労者の利益擁護を唱えつつ，都市と入植村落の外来移民を社会的

基盤とするソヴェト権力への参加を求める親和 C6，7!ll)K田町政策であった。

ソヴェト権力のもう一つの眼目である土地政策は， 3月22日に植民政策を

担ってきた移民局の廃止を，州人民委員会議が決定することから始った45)。

同日の州農業委員部の決定は，土地と水を「土地なしの勤労住民」に渡し，

「土地を勤労者へ」の原則で土地改革を行うと述べた46)。州ソヴェトが4月

に採択した住民への呼びかけ， r同志緒君!Jでは，中央ロシアで採択され

た「土地社会化基本法」に基づいて，チト|全体で「臨時の消費=勤労規準」を

作成し，早急に土地問題の解決にとりかかることを求めていた4九これらの

文書には原住ムスリムの土地に関する言及は一切なく土地を勤労者へ」

の基本方針が強調されていた。 6月に入るとこの基本方針は辺境植民地の実

態のなかで具体化され，私的所有者，非勤労経営の土地とともに，移民局の

管理下にあった土地，カザフ・キルギス人の許から長期借地されている土地，

コサック軍属の年金給与地などを収用し， r均等=勤労用益」の下に入るこ

とが指示された48)。3月から 6月にかけて，植民地セミレーチエのソヴェト

権力は，植民行政を推進してきた旧来の移民局を廃止し， r土地を勤労者へ」

の原則で新しい土地政策に向った。だが，これは，植民地の富裕な非勤労経

営，特権的土地所有者コサックから土地を収用するとともに，被支配民族カ

ザフ，キルギス人の許から入植者が長期借地している土地の収用へも道を開

き，移民=入植者に消費=勤労規準で農地を分配する方針であった。これ

は，中央部ロシアの農民革命の範型の辺境植民地への導入で、あり，当州の移

民=入植者が革命のなかでたえず求めてきた要求の実現でもあった49)

i

王

1) K. E. )KHTOB， TIo6e瓦aBeJIHKO誼 OKTH6pbCKO負COIJ;HaJIHCTH'IeCKO誼peBOJI即日HH

B TYPKeCTaHe， <<HCTOPH可巴CKHe3arrHCK!i>>， T. 61， 1957， C. 91-2. 

2) 且.H. Co員中ep，COJI江aTCKHeMaCCbI B 6opb6e 3a rro6e瓦YBOJIHKO註OKTH6pbCKO員

COIJ;HaJIHCTH'IeCKO誼 peBOJIぬIJ;HHB TyKecTaHe. (MapT-HoH6pb 1917 rふくKHcTO司

P日目CKHe3arrHCK!i>>， T. 64， 1959， C. 48-9. 拙稿「中央アジアに於けるムスリム蜂

起と革命ーセミレーチエ地方を中心に (1916-1917年トJ100頁。

3)臨時政府トノレケスタン委員会議長の著名なオリエンタリストで， メンシェヴィキのナ
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II， TaIlIKeHT， 1972， NQ 8， c. 27;地 201，c. 149; NQ 202， c. 150;ロpllrvr.2. c. 535 

6. この大会はトノレケスタンの自治を宣言し， セミレーチエ州のムスリム指導者トゥ

イヌィシュパエフ M.TblHbIIlIrraeBを首班とする「自治トノレケスタン TypKecTaHll

MyXTopllaTJ臨時政府を選出したのである。 f.CaφapOB， KOJIOHllaJIbHaH peBo-

JIIOl.¥llR， M.， 1921， c. 71-72. 

6) <<1917 ro瓦 BKa3axcTaHe>>，江oKyrvreHTbIH rvraTe抑制bI，AJIrvra-ATa， 1977， N2 166， c. 

191-2. 

7) タシケントのソヴェト権力は 12月6日に， この二人の解任・逮捕を命じている。

《口o6e瓦aBeJIHKO鼠OKTR6pbCKO負COl.¥HaJIllCTll可eCKO誼 peBOJIIOl.¥llllB TYPKecTa-

He>>， C60PHllK瓦oKyrvreHToB，TaIlIKeHT， 1947， NQNQ 132-133， c. 119-120 

8) アラシュ・オ Jレダ党はオレンブノレグでドゥートフのコサック軍に支援されて， 12月に

カザフ人の自治を宣言し，コサック反革命と共同行動をとった。セミレーチエて、は，

コーカンド自治政府の首班トゥイヌイシュパェフが， 18年初めに当州に戻り活動し

て L、る。C. 13pa員HHH，Ill. IllactHpo， COBeTcKH員 rrepeBopOTB Cervrllpe百be・

<<130JIbIlIeBUK Ka3axCTaHa>>， 1936， NQ 6， CC. 54. 59. ジャイナコフはソヴェト権力

樹立の際に，シュカプスキー，イヴ、ァーノフと共に逃亡することになる。《口o6e江a

BeJIllKO首 OKTH6pbCKO設 COl.¥llaJIHCTUqeCKO員 peBOJIIOl.¥HHB Ka3axcTaHe. 1917-

1918 rr>>， C60PHHK瓦oKyrvreHToBH rvraTepllaJIOB， AJIrvra-ATa， 1957， C. 22. 

9) <<Tpuyrvr中aJIbHOeIlIeCTBue COBeTCKO首BJIaCTll>>，可.II.瓦oKyrvreHTbIH rvraTepllaJIbI・

M.， 1963， NQ 317， c. 275. 

10) C. H. IloKpoBCK班員， Ilo6e瓦aCOBeTcKo員 BJIaCTH B Cervrllpe可be. AJIJIa-ATa， 

1961， c. 104-5 選挙管理委員会は，ムスリムとコサックが積極的に投票したと指摘

している。《口o6e江aBeJIllKO畳 OKTH6pbCKO員 COl.¥. peB・ B Ka3axcTaHe. 1917-

1918 rr.>>， NQ 132， CC. 162， 165. 

11) C. 13paHH晶H，Ill. Illa中HpO，COBeTcKll首ロepeBopOT"'，C. 54. 

12) <<口o6e瓦a BeJIllKO首 OKTH6pbCKO誼 COl.¥. peB. B Ka3axcTaHe 狂 06pa30Balill巴

Ka3aXCKO貰 ACCP>>，C60PHHK ，llOKyrvreHToB H rvraTepllaJIOB， AJIrvra-ATa， 1947，地

24， c. 72. 

13) C. 13pa首HllH，Ill. Illa中日pO，COBeTcKll註 rrepeBopOT' "， c. 54. 

14) 11. PycaKoB， 13oPb6a 3a cOBeTcKylo BJIaCTb B Cervrllpe%e・ <<130JIbIlI巴BHK

Ka3aXCTaHa>>， 1950， NQ 8， c. 37-38. C. H. IloKpoBcKUu， YKa3， COq.， C. 106-7. 
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この二人は植民地セミレーチエの革命を地域と民衆に即して理解するためには非常に

重要である。アレクサンドノレ・ベトローヴィチ・ベレゾーフスキーは大アJレ7 ・ァタ

兵村のコサック身分に生れ，ヴェ jレヌイ市で移民庁通辞として勤務した。青年とし

て，この地で第一次ロシア革命を体験し， 1ロシアの現体制の打倒」を目指す活動の

牒で， 1907年 5月 10日に彼の逮捕，及び家宅捜索が命じられ，彼は全ての身分権を

!j¥IJ奪され，終身流刑の判決をうけた。帝政打倒後，十年の流可IJから戻り，植民地社会

のなかで再び革命運動に加ったのである。 <<PeBOJllO~HOHHoe 瓦BHìKeHHe B Ka3a-

XCTaHe B 1905…1907 ro，n:ax>>， C60PHI:lK瓦oKyMeHToBH MaTepl:IaJlOB， AJlMa-ATa， 

1955， NQ 217， C. 287; C. H. ロOKpOBCK目白， YKa3. COq.， C. 74-5; <<1917 ro，n: B 
Ka3aXCTaHe>>， NQ 184， C. 212-3. カJレプ・ヴァシリエヴィチ・オフチャーロフは，

ヴェノレヌイの鍛冶職人で， 1917年には市の町人参事会長として活躍した。彼は，土地

を志向しつつも入摘できず，町人身分に転籍しつつ滞留した植民地の都市住民のなか

で，革命運動を指導したのである。C.H. ITOKpOBCKI:l首， YKa3・CO可， c. 75; <<1917 

ro瓦 BKa3axcTaHり， M 148， c.178;地 181，C. 211. 二人とも軍事独裁下で逮捕

され， 12月 17日，あるいは 19日の夜に銃殺された。《日06e江aBeJlI:lKO誼 OKTlIふ

pbCKO員 CO~. peB. B Ka3axcTaHe. 1917-1918 rr.>>， NQ 152， C. 179; MaTepl:IaJlbI 

06もe瓦HHeHHO品目ayqHO鼠 ceCCHH，lroCBlIIlreHHO首 HCTOpHH Cpe瓦H巴員 A3HH H 

Ka3aXCTaHa 9rrOXH CO~HaJlH3Ma， AMa-ATa， 1958， C. 168. この二人に，さらに，

17年7月のレプシンスク兵援事件を指導した，白ストフからの移民， 3. K.ヂェグチ

チャリヨフ， 1916年ムスリム蜂起で逮捕され，後にボリシェヴィキとして 18年末に

アラシュ・オノレダ派に殺されたカザプ人トカシュ・ボキンを加えて，四人の活動家

は，セミレーチエの革命の理解にとってキー的人物である。彼らの生れ，育ち，社会

的活動を詳さに明らかにすることは，革命における植民地民衆の息吹き，脈拍を感知

するために欠かせない作業であろう。しかし，残念ながら，今のところ彼らの存在と

その断片的言及にとどまざるをえない。

15) YI. PycaKoB. 50pb6a 3a cOBeTcKylO BJlaCTb・.， c. 38; C. 5pa員HHH，W. WaやHpO，

COBeTCKI:lII rrepeBopoT， C. 62 

16) TaM )Ke， C. 62; f. TpoやHMOB，YI3 rrpOIIlJlOrO KOMrrapTHH B且iKeTblcy. <<KOM-

MyHHCTHqeCKalI MbICJlb>>， 1927， KH. 3， TaIIlKeHT， C. 275-6. 

17)軍政府は 11月25日に正式に「南東同盟」に加った。C.5paIIuHH，立1.Wa中日pO，

COBeTCKI:l品目epeBopOT...，c. 53; C. H. IToKpOBCKH首， YKa3. CO可.， C. 104. 

18) f. Tpo中日MOB，YI3 rrpOMIIlJlOrO KOMrrapTHH...， c. 276. 

19) C. 5pa晶HHH，W. Wa命日pO，COBeTeK班員 rrepeBopOT...，c. 60. 

20) C. 1-1. ITOKpOBCKH首， YI3 HCTOpHH BToporo CeMl:lpeqeHOKOro 06JlaCnIOro Kpe-

CTblIHCKoro C'be3，n:a. <<BecTHHK AKa瓦eMHHHayK Ka3ax. CCP>>， 1955， NQ 9， C. 6 ; 

ero )Ke， YKa3. CO司.， C. 113. 州土地委員会は， 17年 9月 18日の決定で，住民，と

りわけコサックとムスリム原住民に「賢慮と友好 My瓦pOCTbH MHpOJlω6HeJを求
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め， r広範な土地貸し出し」によって土地問題の解決をはかり， rどのような強制措置
も示威jも行使しないと表明していた。 H.B. KyTHl1KOBa， C. C. A6y6aKl:IpOBa， 

且el1TeJlbHOCTb3eMeJlbHbIX KOMl:ITeTOB CeMMpeQbl1 B 1917 r. <<113BecTl:Il1 AH  

Ka3ax. CCP>>， cecel:Il1 06~ecTBeHHblx HayK， NQ 2， 1988， c. 35-6. 二月初めの

「郡土地委員会の指令書」も，この方針を引き継く、ものであった。

21) r. Tpoφl:IMOB， 113 rrpo凹J1oroKOMrrapTl:Il:I…， C. 276; C. H. IloKpOBCKl:I誼， 113 
l:ICTOpHH BToporo. ..， C. 8-9; <<TpHyMφaJlbHOe WeCTBl:Ie COBeTCKO晶 BJlaCTl:I>>，

瓦oKyMeHTbI1:I MaTepHaJlbI，可.I!， M.， 1963， NQ 341， C. 298. 

22) グレチュコ，パーヴロフ，カザコーフは，それぞれプノレジェヴァリスク， トクマク，

コパノレ郡の農民ソヴェトのメンバーであった。彼らにヴェノレヌイの活動家を加えて，

ポリシェヴィキーの最初の非合法組織が，植民地セミレーチエに生れたのである。

r. Tpoφl:IMOB， 113 rrpowJloro KOMrrapTl:Il:I…， C. 277. 
23) セミレーチエ出身兵の多い第一，第二シベリア狙撃兵連隊は，タシケントの武装蜂起

とソヴェト権力の樹立に大きな役割を果し，帰郷の途についていた。且.11.Co負φep，

COJl，n:aTCKl:Ie MaCCbI...， C. 77-81; I1cTopl:Il1 Kl:IprH31:I1:I， T. I!.φpyH3e， 1956， c. 

42-43. 

24) C. 5pa白Hl:IH，Ill. Illa中HpO，COBeTCKl:I誼 rrepeBopOT...，C. 64--65. 

25) <<口06e瓦aBeJll:IKO政 OKT116pbCKO並COU.peB・BTypKecTaHe>>， c6. ，n:oKyMeHToB， 

TaWKeHT， 1747， M 149， C. 130. ジュカプスキーは，ヴェ Jレヌイ蜂起の 3日後に，

市から 60キロ離れたミハイロフスコヱ村の製粉所で農民に捕えられた。 <<BorHe 

peBOJlIOUHl:I>>， AJlMa-ATa， 1957， c. 234 

26) C. 5pa誼Hl:IH，Ill. IllaφHpO， COBeTCKl:Ill rrepeBOpoT...， C. 65-6; 11. PycaKoB， 

50pb6a 3a cOBeTcKylO B且aCTb…， C. 39. 

27) <<口06e瓦aOKT116pbCKO負peBOJlIOUHl:IB Kl:Ipr1:I31:Il:I>>， C60PHl:IK且oKyMeHTOB.1917-

1918.φpyH3e， 1977，瓦OK.NQNQ 126-7， 149-155. 

28) C. H. IloKpoBCKl:I誼， YKa3. CO可.， c. 126-7. 

29) A. f. 31:IMa， K Borrpocy 06 yCTaHOBJleHl:Il:I COBeTCKO員 BJlaCTl:I B Kl:IprH31:I1:I， 

<<MaTepl:IaJlbI 06'be，n:l:IHeHHO誼Hay可HO政 ceCCl:Il:I...>>， c. 131; I1CTOpl:Il1 Kl:IprH31:I1:I， 

T. I!， C. 48-9; <<BeJll:IKa耳 OKT116pbCKal1COU. peB. 1:I rpalK瓦aHCKal1BO員HaB 

Kl:IprH31:Il:I>>，瓦OK・M 87， C. 91-2; rrpHM. 21， C. 372-3; <<Il06e，n:a OKT116pbCKO首

peBOJlIOIJ;Hl:I B Kl:IprH3Hl:I>>， M 184， c. 205-6;地 190，c. 210; M 192， c. 212;地

202， c. 219-220. rrpl:IM. 36， C. 351. 

30) 第二回州農民大会には原住ムスリムの村落アウ Jレからも 40人の代表が加われカザ

フ人トカジュ・ポキンも原住民を代表して挨拶している。また， 3月4IHこ組織された

州軍事革命委員会にトカシュ・ボキンら三人のカザフ人代表も入っている。 <<BorHe 

peBOJlIOUl:Il:I>>， C. 235， 243; C. H. IloKpoBCKl:I誼，日3l:ICTOpHl:I BTOpOrO CeMl:Ipe-

可eHCKoro...，c. 7. 
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31) <<口06e瓦aBeJIlIKO誼 OKT1I6pbCKO員 COU.peB・B Ka3axcTaHe>>， .Nil. 152， c. 179. 

1917年にトノレケスタンの各地で形成された農民ソウ、ヱトは，ムスリム代表の参加を求

めたが，基本的には外来入植農民を主体にしていた。第一回ト Jレケスタン地方農民大

会で，ウズベク農民は「我がシャリアートは他人の所有権の侵害を許さない，何故な

ら，我が神聖なシャリアートは強制収用を厳しく禁じているからである」とのベ，大

会参加を拒んでいる。 E.3eJIbKlIHa， 0可epKlIrro arpapHoMy Borrpocy B Cpe瓦HeH

A3111I.， M.， 1930， c. 84. 

32) <<B onre peBOJIIOUlIl!>>， c. 235. 

33) <<口06e且aBeJIlIKO白 OKT1I6pbCKO首 COU.peB・BTypKecTaHe>>， NQ 152， c. 133. 

34) <<日06e瓦aOKT1I6pbCKO白 peBOJIIOUlIlIB KlIprH31I1I>>， NQ 127， c. 154-5. 

35) <<BeJIHKalI OKT1I6pbCK5I COU. peB. H rpalK瓦aHCKa51BO首HaB KlIprH31I1I (1917-

1920 rr札，l(OKyMeHTbrH MaTe抑制br，φpyH3e，1957， N2 32， c. 52;地 37，c. 55 

56. 

36) r. Ca中apOB，KOJIOHHaJIbHa51 peBOJIIOU1I5I， C. 77. 
37) C. H. IloKpoBcK目白， 113 HCTOpHH BTOpOrO CeMlIpe'leHCIWrO 06JIaCTHOrO 

KpeCTb5lHCKOrO Cもe3且a，C. 8. 

38) f. TpoφHMOB， 113 rrpOlllJIOrO KOMI1apTHH…， c. 276. 

39) <<口06e江aBeJIHKO誼 OKT5I6pbCKO首 COU.peB. B Ka3axcTaHe>>， NQ 227， c. 240. 史

料編者は“PYCCI{a5l"を“pOCCH員CKalI"に訂正Lて収録している。 しかし，辺境植

民地で非ロシア系異民族の民衆が圧倒的多数を成L，そこで支配民族の歴史を負う革

命の担い手=移民入植者が，自らの革命を“pyccKa5l"とするか，“pOCCH誼CKa5l"と

形容するかは，革命主体の意識に係る重大な問題である。

40) TaM )Ke， N2 250， C. 270. 

41) C. H.口OKpOBClm晶， 113 HCTOplllI BTOpOrO...， c. 8-9. 

42) トカシュ・ボキンのトクマク地区での飢えたキノレギス人の救済活動を参照せよ。

<<日06e江aOKT5I6pbCKO邑peBOJIIOUHlIB KHprH3HH>>， NQ 251， c. 271. 

43) <<日06e且a BeJIHKO誼 OKT5I6pbCKO員 COU. peB・B Ka3axcTaHe H 06pa30BaHHe 

Ka3aXCIWH ACCP>>， C60PHHK ，l(OKyMeHTaJIbHbIX MaTepHJIOB， AJIMa-ATa， 1947， 

NQ 62， C. 108-109 

44) <<日06e且aBeJIHKO誼OKT1I6pbCKOHcou・peB.B Ka3axcTaHe 1917-1918 rr.>> C. 389; 

<<I1CTOpH5I KHprH3Hl!>>， T. I!， c. 74. 

45) <<口06e江aBeJIHKO員OKT耳6pbCKO負COU.peB. B Ka3axcTaHe. 1917-1918 rr.>> c. 389. 

46) <<口06e且aOKT5I6pbCKO註peBOJIIOUHHB KHprH3Hl!>>， NQ 245， c. 264-5 この方針

に基づいて 3月25日に農業人民委員補は，各都に土地改革のための委員会を設1置

し，移民局をはじめ旧農務省の技師のソヴェト権力への協力を呼びかけた。<<口06巴江a

BeJIlIKO首 OKT5I6pbCKO員 COU.peB. B Ka3axcTaHe 1917-1918 rr.>>地 284，C. 318; 

《口06e且aOKT5I6pbCKO誼 peBOJIIOUHHB KlIprH3Hl!>>， N2 246， c. 265-6. 
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47) <<BeJIllKa耳 OKTH6pbCKaHCOU;. peB・IIrpalK瓦aHCKa且 BO量HaB Kllpr‘1131111 (1917-

1920 rr.)>>， NQ 85， c. 90-92. 

48) <<日o6e，l(aBeJIllKO誼 OKTH6pbCKO設 cou;.peB. B Ka3axcTaHe. 1917-1918 rr.>> NQ 

340， c. 363-4;地 341，c. 364. 18年7月 16日には，州農業人民委員でボリジェヴ

ィキのザトゥイノレニコフ H.H. 3aTbIJIHHKOBは，土地改革の「基本」として「消費=

勤労規準」を採用することを指示している。《口o6e江aBeJIllKO誼OKTH6pbCKO賞

peBOJIIOU;1l1l B Kllprn311H>>， NQ 272， c. 292. 

49) 17年夏のセミレーチエ州第一団長民大会でも， 18年 1月初めの第二回大会でも， 全

ての土地を勤労農民の手に移すことが決議されていた。拙稿「中央アジアに於けるム

スリム蜂起と革命J98頁。 C.H. ITOKpOBCKll誼， YKa3. CO<I.， C. 111. 

II. 一党制の形成

中央アジアの植民地セミレーチエに成立したソヴェト権力は，辺境コサック

身分に敵対し，カザフ，キルギスの原住ムスリムを疎外する，移民入植者の

社会に依拠していた。 T.ルィスグロフは，セミレーチエの初期ソヴェト権力

は移民の「クラーク分子」と旧帝政官僚に汚染され，原住民のソヴェトへの

参加を阻げようとしたと指摘している九ヴェルヌイでのソヴェト権力樹立

後，近郊の兵村からコサッグが原住民を従えて市を包囲する行動に出た。農

業に従事する市民は，市外の農作業に赴けず，市への給水も止められた。こ

の州都包囲は，結局， ピシュベク， トグマク地方の入植農から編成された義

勇隊の支援をえて破られたが2)， ソヴェト権力の樹立は， 同時に，植民社会

の事実上の内戦の始まりであった。内戦へ突入するこの状況で，セミレーチ

エのソヴェト権力は二つの草命政党に担われていた。コサックの包囲を破っ

て， 5月25-26日に各郡カミらの代表を集めて，ヴェルヌイでソヴェト会議が

聞かれた。ここで， 21人から成る州ソヴェト執行委員会が選出されたが，

その党派構成はポリシェヴィキ 19人，左派エス・エル 2人で3)，議長はブィ

コーフ H.13bIKoBであった4)。 この二つの党派は， ソヴェト権力の与党とし

て，又植民社会の二つの瞳として，そこに根をはりつつ，その矛盾し苦悩す

る表情を体現していくことになる。

植民地セミレーチエで，自称，他称を含め個々のボリシェヴィキは既に

1917年の革命過程で現れ，体制への脅威となっていたが，彼らが組織的結集

をとげるのは，ソヴェト権力樹立の後を追ってのことである。当州で最初の

- 18ー



ロシア革命と辺境植民地

ボリシェヴィキの組織的結集は， 18年の 3月10日である。 この日，ヴェル

ヌイで社会民主党員の集会がもたれ，ボリシェヴィキの綱領が説明され，臨

時の幹事会が選出されている5)。 ピシュベク市では， 3月31日に組織ビュー

ローがつくられ 4月2日にソヴェトの建物で最初の組織集会が聞かれ，自

ら共産党に属するとみなすソヴェト代議員から党組織が形成された6)。プル

ジェヴァリスクでは 7月に郡ソヴェトで綱領と規約が説明され，共産党組

織をつくることが決定されている九共産党の組h織形成は，ヂャルケソトで

12月， トグマグで翌19年 1月末，ナノレインで2月末とさらに遅れ， 内戦の

場となったレプシンスクでは，それが終了した 1920年のことであった8)。

他方，左派エス・エルは，ブレスト講和を機に党中央委員会が示した共産

党とのブロック解消の方針と異なり， ソヴェト権力のために共産党と協同し

て活動すると表明した9)。その後も，党中央から独自の方針をとり， 18年5

月末から秋に，主に入植農民を中心に大きく組織的結集をとげていった。

5~6 月に， ピシュペク市とヴェノレヌイ郡で，当州の左派エス・エルの指導者

モルチャーノフ1O.MOJIIIaHOB によって，多くの党細胞が組織されている。

ピシュベク市では，左派エス・エルの党員は8月末の 220人から， 11月1日

に700人 11月半ばに 1200人と急激に増大した向。 人口 2万5千の当市に

とって，この数は大きく，その組織率は非常に高い。ヴェルヌイでは，左派

エス・エルは 600人の党員を擁し，郡ソヴェト執行委員会では7人の共産党

員に対して， 13人の多数が左派エス・エルで、あった1九プルジェヴァリスク

郡では r左派エス・エル党は，当初， (共産党〕より強力であった。……あ

らゆる手段を講じて，我々に対抗し，十分な勢力を有し，自らの煽動を広く

行い，大衆のなかにより多くの活動家を送った。これにより〔共産〕党の細

胞を壊滅させ，我々の活動を，一部，無に1帰せた」と，当郡の代表はトルケ

スタン共産党第三回大会 (19年6月)で述べていた12)。中央部ロシアでは，

18年春~夏にソヴェトで大きな勢力をもっていた革命党の左派エス・エル

が 7月モスクワ事件以降，急速に分裂・解体していくが，植民地トルケス

タン，そしてそのー州セミレーチエでは彼らは増勢し，共産党と捨抗する政

党として現れていたのである。
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この二つの革命政党は，ともに植民地のヨーロッパ系移民=入植者を社会

的基盤としていたが，内戦へ突入しトルケスタンがロシアから切り離され，

経済的困難を深刻化させるなかで，具体的政策と個々の政務の配分をめぐ

り，対立・抗争を鋭化させていった。農業政策では，貧農委員会を設置し

穀物の強制的調達を目指すポリシェヴィキに，左派エス・エルは反対し，結

局，セミレーチエ州、lをはじめトルケスタンには，貧農委員会は組織されなか

った13)。民族問題では，原住民のソヴェト権力への参加を主張し，そのため

に活動するポリシェヴィキに，左派エス・エルは厳しい警戒の念を抱き，反

撰した。左派エス・エルは，ヴェルヌイで州民族問題コミ γサールとして活

動するカザフ人， トカシュ・ボキンに厳しい批判を行った。ピシュペク市で

は， 1916年ムスリム蜂起で、中国へ逃れ再び戻ってきた貧しい原住民を組織

し，彼らの聞で信望をえて，郡民族コミッサールとして活動していたタター

ノレ人， フスヌッラ・ハサーノフ XycyHyJIJIaXaCaHOBも， 左派エス・エノレの

告発をうけ， 10月に彼を含め三人のポリシェヴィキの民族問題コミッサーノレ

が逮捕されるに至った。彼ら三人は，やがて， 12月にベロヴォドスコエ村を

中心とする入植農民の蜂起のなかで殺害される14)。植民地のソヴェト権力の

政策の根幹を成す，これら農業，民族問題での両与党の対立に加え，七月後

半にタシケントからセミレーチエへ，非常大権コミッサールとして左派エ

ス・エルのチェゴ夕、ーエフ日.4erO，ll.aeBが派遣されて来た。彼は当1Hの左派

エス・エルの組織を大きく進め，州ソヴェト執行委員会議長へ就任するが，

共産党からの強い反発にあった。結局，彼は解任，再任を繰りかえし，両党

の対立を鋭化させ，秋には同州を去らねばならなかった15)。

二つのソヴェト与党の対立のこのような先鋭化は， トルケスタン全体でも

進行し， 18年秋にソヴェト権力は危機的様相を呈した。タシケントで聞かれ

た第六回トルケスタン地方ソヴェト大会 (18 年 10 月 5~14 日)は， 共産党

員一49名，左派エス・エル 25名，言t.74名の中央執行委員会を選出した

が，政府(人民委員会議)のポスト配分をめぐり，両党は厳しく対立した。

比例配分を求める共産党に対し，共産党との対等配分を求める左派エス・エ

ノレは，人民委員会議への参加を拒み，政府への自党の責任を解くと表明した
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のである 16)。左派エス・エルの人民委員会議への参加拒否にあい， トルケス

タンのソヴェト権力は，危機に瀕したのである。

だが，この権力危機の進行と同時に，その危機の克服をめざす両党合同へ

の動きが現れてきたのである。第六回トルケスタン地方ソヴェト大会と同時

に聞かれた第一回セミレーチエ州ソヴェト大会は，一転して両党の合同に向

けての急激な動きを示したのである。大会の代議員構成は専ら農民的で，左

派エス・エルが最初は大会を制したが，共産党も農民の利益擁護を訴え，無

党派農民は共産党の支持に動いた。このような流動的状況の下で，大会の左

派エス・エノレのフラグションは 10月15日に次のような決議を提出し採択

された。

「左派エス・エル党と社会民主主義者ポリシェヴィキの綱領が，土地社会

化とコミューンの実現という主要な点で一致していることが明らかとなっ

た。左派エス・エルのフラクションは，統一が力であり，同志ボリシェヴ

ィキと共に同ーの目的をめざしながら，我々は別々より共同する方がはる

かに大きな事業を成就できると認識し，個々の党員に自由な選択に委ねつ

つ，ポリシェヴィキの党に合同することを決定した。J17) 

大会で左派エス・エルと共産党の合同が決定されたでのある。大会では，さ

らに「土地はそこで働くもの，それを個人の力で耕すものへのみ」渡すとい

う勤労原則に従って，土地改革を実施することを州農業委員部へ求めること

を確認している18)。セミレーチエ州のごつの革命与党は， ソヴェト大会の最

中に，入植農民の利害の擁護を確認し，両党の目標が一致していると意識L

て，合同へ向けて動き出しロシアの py戸ccααKa担兄民主主義勢力によつて始め

られた生活の社会主義建設」を最後までで、完遂すると表明したのでで、ある1別9幻)

これ以降，当州の各郡で左派エス・エル党の解散と共産党への合同が進行

し， この合同過程は 19年春に完了する。 ピシュベク郡は左派エス・エルが

同州で最大かつ最強の勢力をもち，第一回州ソヴェト大会には，ボリシェヴ

ィキの 11人の代議員をはるかに上廻る 23人を送っていた。ここでも両党の

合同は急速に進行した。 10月21日に郡ソヴェトが両党の合間決定を歓迎す

るとのベ 1カ月後の 11月21日には，郡ソヴェト執行委員会が左派エス・
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エルの解党を承認したのである20)。 ヴェルヌイ郡では， '10月25日に郡ソヴ

ェト議長でボリシェヴィキのヴィノグラードフ日.M. Bmwrpa瓦OBが，両党

の合同の意向を伝え， ヴェルヌイの左派エス・エルは翌年2月19日に， I党

派的反目はソヴェト権力の公然，隠然たるi敬に手をかすのみである。彼らは

これを利用して悪競な煽動と反革命の言動をなすための土壌をつくってい

る」と表明し，自らの党組織を解散した21)。左派エス・エルが強力で、あった

トグマグ郡，プノレジェヴァリスク郡でも， 19年春までに，同党組織が解散さ

れている22)。 このようにして，セミレーチエ州で、は，流動的な党派性の現れ

る地方ソヴェトで，両党フラグションの合同が表明され，一挙に左派エス・

エルの解散と共産党との合同へ進んで、いった。

セミレーチエ地方から始ったこの合同の動きに促迫され，また， 19年 1月

の軍事コミッサーノレ，オーシポフK.n OCIIrrOBのクーデター未遂で頂点に

達したタシケントのソヴェト権力の危機のなかで幻)， トルケスタン地方全体

が大きぐ両党の合同へと向った。 18年秋までの，植民社会を基盤とする二つ

のソヴェト与党の関係鋭化は，両党の合同へと反転したのである。 19年 3月

の第七回トルケスタン地方ソヴェト大会は，この合同を政治的に演出する場

となった。大会初日に， トルケスタン共産党中央委員会議長のソーリキン

A.φ. COJIbKIIHは，両党合同の方針を歓迎し，左派エス・エル党の指導者ウ

スペンスキ-K.兄 YcrreHCKI1誌は，次のように述べた。

「問題は新しいものではない。二つの党に関する，即ち，プロレタリアー

トの二つの陣営，即ち，二つの党への分裂に関するこの問題は，ことある

ごとに我々を苦しめてきた。党派的な意見の相違，争論，そしてありとあ

らゆる些事などが，党派聞の敵対をさらに一層あおっていた。これらの肖

像が(オーシポフのクーデターのとき殺害された共産主義者を指しつつ一

引用者)，最早このように活動してはならない，そのような状態がこれ以上

つづいてはならないと証言している。というのは，これはただ反革命を利

するのみだからである。そこで，我々，社会主義者にして革命家，左派

は，プロレタリアのこれ以上の分裂は無意味で犯罪的であるとの結論に達

した。……というのは，現情勢では綱領と戦術はコミュニストと少しも異
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ならず，結局，我が党はプロレタリアートと極貧の勤労農民の独裁を支持

しているからである。これらの判断から，エス・エルのタシケンド組織全

てと党中央委員会の多数派は，共産主義者=ボリシェヴィキの党と合同す

ることを決定した。J24)

同じ三月に聞かれたセミレーチエ州の第二回ソヴェト大会で，この合同過

程から排除された左派エス・エルは，最後の抵抗を行った。彼らはソヴェト

権力の「人民性 HapOAHOCTbJ と「無党派性」を求め，党派の権力への介入，

農業集団化やコミューンの形成，原住ムスリムのソヴェトへの参加誘引策を

非難したのであるお)。これは，入植農民の政治的雰囲気を一定程度，反映す

るものであったが，しかし，これを最後に，左派エス・エルは，植民地セミ

レーチエの政、冶から姿を消すことになった。

このようにソヴェトを基盤に形成され，植民社会に同じく根をもっ左派エ

ス・エノレをも吸収・合併して，植民地の単一の独占的な政治的担い手となっ

た共産党には，いくつかの重要な特徴があった。まず第一に，ロシア中央部

のモスグワや， トルケスタンの草命の拠点タシケントからの組織的自立性が

指摘される。州都ヴェルヌイの党組織は，セミレーチエ全体の党組織の中心

ともなっていたが，タシケントのトルケスタン地方党委員会から何らの指導

も支援も得ていなかった。党の文書といえば，綱領と僅かの小冊子をもつの

みで，党規約は 18年6月に自ら作成せねばならなかった26)。党組織のこの

自立性は， トルケスタン地方でタシケントを擁するスィル・ダリア地方と

並ぶ党勢をセミレーチエ地方がもっていたことにも裏づけられていた27)。タ

シケントに匹敵する党勢とその自立性の故に， 19年 1月にオーシポフの軍事

クーデターで，植民地トルケスタンのソヴェト権力に一時的空隙が生じた

際，セミレーチエ州、|ソヴェト執行委員会は，タシケントにかわりトルケスタ

ン共和国の最高権力と表明L，タシケントへ支援部隊を派遣すると決定した

のである28)。植民地セミレーチエのソヴェト権力の強い中央志向性と，それ

を担う共産党の組織的自立性は，やがて，中央のそスクワ，タシケ γ トから

派遣された活動家 <<UeHTpOBHKl1>)と地方の活動家の聞に強い緊張を生み落す

ことになる。
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第二に，共産党の社会的民族的構成についても，その特質を確認しておか

ねばならない。セミレーチエの党組織は， 18年春から植民地の雑多な社会層

から党員をえて拡大していった。党がソヴェト権力樹立後，ソヴェトを母体

として，むしろ政権党として発足したという事情により，植民地の検事補

や，正教会聖職者など旧体制を支えてきた人々も党に含み込むことが容易と

なった29)。これらの旧体制に係った人々に加えて，都市の住民，郡部の入植

者のあいだに組織を大きく拡大していったことが重要な特質となる。セミレ

ーチエの党組織は， 土地とソヴェトのために闘う人々全てが入党し 「純粋

に農民・町民クツレープ」を基層とする政党の観を呈した。 トクマク郡では，

19年2月までに郡市トクマクに 300人の党員を組織していたが，郡部の入植

村落には全て党細胞があり，そこに 4000名の主に入植農民から成る党員を

擁していたのである。この社会的構成を植民地の民族関係に翻案すると，こ

れは専らヨーロッパ系の戸シア人，ウクライナ人の移民から成る党組織を意

味した。州者[5ヴェノレヌイの党組織は， 18年8月に党員 183人中，ヨーロ yパ

系の人々が 169人を占め，原住民は僅か 14人であった向。 1916年ムスリム

蜂起以来の民族的不信と敵対の渦巻く植民地セミレーチエで，原住のムスリ

ム民衆を党とソヴェト側に組織し，白軍に対抗させることは事実上，困難で、

あった向。 ソヴェト権力とその担い手，共産党にとって唯一期待できる社会

層は， ヨーロッパ系の入植農民と土地を求めて都市に滞留する住民=町人で

あった。共産党は，都市と入植村落の外来移民を基盤としながら，原住ムス

リムからも個々の党員を迎えつつ，植民地社会に根をはっていくのである。

第三に，セミレーチエの共産党組織は，その組織的自立性と社会的構成の

故に，植民地社会のエートスをその母班として強く刻印することとなっ記。

州都ヴェルヌイには正教会の監督区主座がおかれ， トルケスタン全体の正教

活動を統轄していたが，入植農民をはじめとする移民のなかにキリスト教信

仰は深い根をはっていた。ヴェルヌイで発行されていた州ソヴェト機関紙

『セミレーチエ勤労人民通報』は，共産党員で僧院長シマノーフスキー山llMa-

HO.ijCKll誼が編集していたが，その紙面には「ユダヤ・ゲルマン人」に反対す

る反セミ主義の論説がしばしば掲載され，異族人の諸言語を一つの友好語，

24 -



ロシア革命と辺境植民地

即ちロシア語に 3カ年で取り替える計画さえ発表されたのである。ヴェルヌ

イの党員の多くも，キリストとその使徒を「最初の優秀なコミュニスト」と

みなしており，党員集会でキリスト教を批判するのは許されない雰囲気であ

った。植民地の移民にキリスト教信仰が浸潤するような社会的風土のなか

で，市のムスリムの党細胞は宗教的狂信に汚染されているとされ， 19年3月

に解散，再組織されるのである 32)。セミレーチエの党組織は，独自に作成し

た党規約に農村で、横行する私刑 caMocy且を原則的に認めないという条項を

入れたようにお)，移民=入植者の社会から，共産主義者の組織としての党の

自律性を保持しようと努めていた。だが，農村への党の拡大は，農民の行動

様式に順応して進められ，このことは，逆に農民の行動様式と社会意識を党

へフィードパックさせる道も聞いた。ヴェルヌイ市の党組織は，入植農民の

共同体集会，スホードと，その取り決めであるプリガヴォルに依拠して党の

組織化を進めている。旧聞村ウズン=アガチュ Y3yH-araQでは，村・スホード

が党の組織者としてフロール・シロチューク某を選出し，彼に「ボリシェヴ

ィキを組織することを委任した」という取り決めを作成した。他の村落でも

同様に村スホードで党の細胞がつくられていった。村人の連帯責任と二人の

農民の保証書をつけて，農民は入党し，共産党の組織が生れていったのであ

る34)。村スホード，プリガヴォル，連帯責任を通じて，末端の党組織は入植

農民の共同体への同化にたえずさらされていたといえよう。又，農村からソ

ヴェトへの代表選出も，村スホードで、行れお)， ソヴェトを通じて，その独占

的な政治の担い手となった共産党へも植民社会への影響は及んだのである。

セミレーチエの党組織は，移民=入植者のキリスト教信仰をはじめとする植

民地のエートスのなかで，それに深く染まりながら形成されていったので

ある。

このようにして， 19年春には植民地セミレーチエ，そしてトルケスタン全

域でも単一の政党，共産党がソヴェトで独占的政治力を行使する一党制の政

治システムが形成された。これは，同じく植民社会に基盤をもった左派エ

ス・エルと共産党の合同であったが，同時に共産党から独自のムスリムの政

治・社会組織の形成に禁圧的な体制でもあったお)。 ソヴェト権力も，その担
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い手たる共産党も植民主義に浸透されていたのである。

注

1) T. PbICKYJIOB， I1epBble lIIarH COBeTOB B CeMl:Ipe可be. “Ka3aXCKa耳目paB，n:a'う23

arrpeJI5l 1935 r.， B KH. T. PbIeKYJIOB， 1136paHHble TPy，n:bI. AJIMa-ATa， 1984， C. 

202. 

2) <<BeJIl:IKa5l OKT5l6pbCKa5l COIJ;. peB. II rpa)K瓦aHCKa5lBO誼HaB Kl:IprH31:11:1 (1917-

1920 rrふ， C. 16-17， N2 77， c. 85; NQ 81， c. 87. 

3) TaM )Ke， NQ 88; C. 93. <<口o6e江aBeJIl:IKO貢 OKT5l6pbCKO員COIJ;.peB. B Ka3axcTHe. 

191τ1918 rr.>>， N2 227， c. 240. 別の史料はポリシェグィキ 18人，左派エス・エノレ

2人，計20人から構成されたとしている。 TaM)Ke， NQ 334， C. 359. 

4) ブイコーフは植民地セミレーチエの兵士，農民のなかで，地域の社会運動の指導者と

して登場してきた。<<1917ro瓦BKa3axcTaHe>>， c. 247 彼を「半年前までエス・エ

ノレ党にいたJ，1左派エス・エノレであった」との形容を付しつつ，セミレーチエ州ソヴ

ヱト執行委員会議長としての彼の動揺を説明する研究もある。 B.K. fpl:lrOpbeB， 

EJIOK 60JIblIIeBl:IKOB C JIeBbIMl:I 3CepaMl:I B Ka3axcTaHe (OKT5l6pb 1917 r.-MapT 

1919 r)， <<BorrpocbI l:ICTOpl:ll:l KOMrrapTl:Il:I Ka3axcTaHa>>， BblII. 16， 1983， c. 156， 166. 

しかし，彼の動揺は，彼の嘗つてのエス・エノレとの関係によってではなく，ポリシェ

ヴィキと左派エス・エル，ソヴェト両与党の当時の複雑な関係の反映とみるべきであ

ろう。

5) <<1917 ro瓦 BKa3aXCTaHe>>， NQ 213， C. 239-240. 

6) A. H. 30Pl:lH， PeBOJIIOIJ;1:I0HHOe瓦Bl:I)KelmeKl:IprH31:11:1 (CeBepHa5l可aCTb)，φpyH3e，

1931， C. 30; <<口o6e瓦aOKT5!6pbCKO首peBOJIIOIJ;l:Il:1B Kl:IPrH31:1l:1>>， N2 172， c. 192-3. 

7) TaM )Ke， NQ 206， C. 224-5. 

8) f. 11. Tpo中日MOB，113 l:ICTOpl:ll:l KOMrrapT耳目且}KeTblcy. <<B ome peBOJIlOIJ;l:Il:1>>， 

AJIMa-ATa， 1957， c. 226. 

9)口.口.HIIKl:IlIIOB， 113 l:ICTOpl:ll:l KpaXa JIeBbIX 3CepOB B TypKecTaHe.φpyH3e， 

1965， C. 84， 87. ニキショーフのこの研究は， トノレケスタンに於ける共産党と左派エ

ス・エノレの関係を扱う唯一のモノグラフィーであるが， トノレケスタンの左派エス・エ

Jレの政策の自立性を「偽善」とみなし，その「破産と崩壊 Kpax1:I pa3rpoMJを追求

する方法は，ソ連の「非プロレタリア政党J研究に共通する問題を字んでいる。

10) TaM }J{e， C. 91-92. 10月末現在で，左派エス・エノレが 700人に対して，共産党は

1，500人の党員を推していた。《口o6e，n:aBeJIl:IKO茸 OKT5!6pbCKO首 peBOJIIOIJ;l:Il:1B 

Kl:IPrH31:1l:1>>， N2 303， c. 321. 

11) B. K. fpl:lrOpbeB， I3JIOK 60JIblIIeBl:IKOB C JIeBbIMl:I 3CepaMl:I...， C. 166. 

12) I1. I1 Hl:IKl:IlIIOB， YKa3， CO可.， c. 90 

13) Tai.r )Ke，c. 99-100. 
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14) TaM )Ke， c. 100-102;ハサーノフの活動については次の史料を参照されたい。(<口o6e-

瓦aOKTH6pbCKO品peBOJIIOL(HHB KHprH3HH>>， NQN2 212， 214， 218， 221. 

15)口.日.HHI{HWOB， Y Ka3. CO可 c.90， 110-111; B. K. fpHrOpbeB， 6JIOK 60JIbWe-

BHKOB C JIeBbIMH 9cepaMH， C. 156， 166ー7.

16)口.rr. HHKHlIlOB， YKaB. CO可.， c. 109-113 

17) TaM )Ke， c. 114-5. この 10月15日の合同決定は，モスクワやタシケントの状況を

考慮して， 10月20日には廃止され，再び二つの大会フラクションの自由な選択が，

穴会代議員に認められた。 (<BeJIHKaHOKTH6pbcKaH COL(・ peB.狂 rpalK瓦aHCKaH

BO員HaB KHPfH3HH (1917-1920 rr.)>>， M 151， c. 146ー7. しかし，両党はソヴェト大

会で合同への志向を明らかに示したのである。

18)勤労原理に依る土地改革とは，植民地セミレーチエの土地関係の史的文脈のなかで翻

案すると，富裕な旧移住民，コサック，原住ムスリムの個別経営を越える「余剰地」

を没収し，会しい移民に分配することを意味した。 f.TpoφHMOB， 113 l1pO田沼oro

KOMl1apTHH'" C. 284; (<B orHe peBOJIIOL(HH>>， C. 229. 

19) (<BeJIHKaH OKTH6pbcKaH CO日.peB.日 rpa)K江aHCKa耳 BO首HaB KHpfH3HH (1917-

1920 rr.)>>， N2 157， c. 151. 

20) rr. rr. rrHK沼田OB，113 HCTOpHH KpaXa"'， C. 114-5， 121. ピシュベク郡の共産党と

左派エス・エノレの卒命派両党は，対立点を字みながらも， 18年 11月初めまで「一致

協力してJ活動を続けていた。両党は，農民ソヴェトや士地=水利委員会の組織，赤

軍志願兵の徴募に際しても協力し， 11月7日の革命記念日の祝賀行進にもそろって参

加していた。 <<BeJIHKaHOKTH6pbCK宜 COL(.peB. H rpalK.llaHCKaH BO員HaB KHpr-

H3HH>>， NQ 124， c. 123;地 109，c. 110; NQ 137， c. 139; NQ 140， c. 140-141; NQ 

165， c. 156. 両党のソヴェトを場とするこの「共闘」は， 10月24日に郡ソヴェト執

行委員会と人民委員会の合同会議で，両党フラクションの合同を決定するに至って最

高点に達した。TaM)Ke， C. 385. しかし，入植村落の不穏な状況，とりわけ 12月に

入つてのベロヴ元一ドスコエ村の農民反乱と，一部左派エス・エJレがそれへ加担する

情勢のなかで，共産党の左派エス・エJレへの対応は厳しいものへ変っていた。 11月

19日の郡ソヴェトの共産党フラクションの緊急会議は， I綱領が同ーのため」左派エ

ス・エノレ党員全てに共産党への合流が呼びかけられたが，入党せず「運動，n:eJIoJを

防げるものがいると確認し， I左派エス・エノレの残留者を左派とは認めず，敵対者と

考え，ピシュベク市と郡の同党はもはや存在せず，その集会を禁止すると〔ソヴェト〕

執行委員会に提案し，彼らを一掃する」と決定した。さらに，この緊急会議で，共産

党は両党の綱領の一致を強調し，左派エス・エJレに自党への合同を強く迫れ彼らの

入党手続きを定めるとともに， I新党の形成はソウ・ヱト権力とポリシェヴィキ・フラ

クションの許可なくしては，どのようなものであれ禁止する」と決定したのである。

TaM )Ke， N2169， c. 159-160;地 186，C: 170. 11丹19日には両党の合同会議も開か

れ， 66人の左派エス・エノレの離党と共産党への合同が明らかになっているが，この日
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が， ピシユベクの政治史とりわけ一党告Ij政治システムの形成の視点から商期を成して

いる。それまでの，左派エス・エJレの自発性を尊重しつつ，ソヴェトでの「共闘」を

通じての協同と対等の合同方針から，左派エス・エノレの解体と吸収を求める強制的方

針に転換したのである。 12月9日にピジユペク郡ソヴェト執行委員会は，入植農民の

反乱が広がるなかで，エス・エノレ党員の逮捕を命じるのである。 TaM)Ke， C. 386.両

党の合同と一党制政治システムの形成に至る過程で，この自発性と強制のモメント

は，その強弱の程度の差はあれ， ピシュベク地方に限らず各地でみられた。

21) TI.日.HHKHIIIOB， 113 HCTOpHH KpaXa...， c. 121， 145-6; B. K. fpHropbeB， 5JlOK 

60JlbIIIeBHKOB...， C. 172. 

22) TI.日.HHKHIIIOB， 113 HCTOpHH KpaXa. ..， c. 145-6. 

23) 19年 1月 18日から 19日にかけての夜に，軍事コミッサーノレのオーシポフによる反乱

が始まわ トJレケスタン政府の指導的人物 14名が殺害された。このポリシェヴィキ，

オーシポプが引き起した事件の複雑な政治的背景と性格には，既に， 1920年代に解明

に向けての努力がなされたが，それ以降，現在まで，十分な研究分析がなされず，反

革命事件として処理されている。 CM.，C. MypaBe員CKHII:， Q可epK耳目oHCTOpHH pe-

BOJllOqHoHHoro ，l(BH)KeHHlI B Cpe江He誼 A3HH・ Ta皿KeHT，1926， c. 24-25; C. 

50JlOTOB， 113 HCTOpHH QCHrrOBCKOrO MlITeR{a B TypKecTaHe. <<TIpOJleTapCKalI 

peBOJlIoqHl!>>， 1926， NQ 6; QqepKH HCTOpHH KOMMyHHCTHqeCKO員rrapTHHY36巴KC-

TaHa. TaIIIKeHT， 1974， c. 79-80. 

24) TI. TI. HHKHIIIOB， 113 HCTOpHH KpaXa...， C. 150-151 

25) TaM )Ke， C. 155-7. 

26) f. Tpo中日MOB，113 rrpOIIIJlOrO KOMrrapT耳目…， C. .28l. 

27) QqepKH HCTOpHH KOMMyHH町 CKO負rrapTHHKa3axcTaHa， AJlMa-ATa， 1963， C. 173: 

QqepKH HCTOpHH KOMMYHHCTHqeCKoII: rrapTHH Y36eKcTaHa， TaIIIKeHT， 1974， C. 

82-3， 104. 

28) f. TPO<tHMOB， 113 rrpo皿JloroKOMrrapTHH， C. 293. 

29) TaM )Ke， c. 289. 植民地の草命に深く通じていたサファーロフは， トノレケスタンで

はソヴェト権力がポリシェヴィキと左派エス・エノレ両党をつくれ 両党とも著しい数

の「冒険主義者，出世主義者」の隠れ家となったとし，ここではポリシェヴィの党も

「政権党」以外ではなかったと指摘した。革命の指導者の一人として活躍し，共産党

との合同に導いた左派エス・エノレの指導者で医師の K.兄ウスペンスキーは，その政

治的経歴を大ロシア民族主義の「ミハイノレ・アノレハンゲJレ同盟」から始めている。彼

に植民地トノレケスタンの革命の性格が人格的に表現されているといえよう。 f.Caφa-

pOB， KOJlOHHaJlbHalI peBOJllOqH宜 (orrbITTpYKeCTaHa)， M.， 1921， c. 67， 7l. 

30) f. Tpo中日MOB，113 rrpOIIIJlOrO KOMrrapTHH...， C. 279-280. 

31) TaM )Ke， C. 282-3. 
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32) TaM )j{e， c. 289-290， c. 294. 

33) TaM )j{e， c. 281. 

34) TaM )j{e， c. 289. 

35) <<BeJIHKa51 OKT516pbCKall COU;. peB. H rpa)j{且aHCKallBO誼HaB KHprH3耳目 (1917-

1920 rr.)>>， N2N2 100-105， c. 101-102. 

36) アラシュ・オJレダ，イスラム会議IlIypo-I1cJIaMの組織も禁止され， ピジュペク郡

では全てのムスリム組織を廃止することが18年9月に決定されている。 TaM)j{e， N2 

141， c. 141; I1CTOpH51 KHprH3HH T. II.φpyH3e， 1956. c. 60. 

lll. 内戦と農民革命

セミレーチエ州でのソヴェト権力の樹立は，同時に内戦への幕開けで、もあ

った。 4月 16日に， ヴェルヌイ近郊の兵村からコサックが， アラシュ・オ

ルダの部隊を加えて，市を包囲し対i時した。この包囲はやがて解かれたが，

6月には本格的な内戦に突入することになる。 6月 21日に，州の北部の要衝

セルギオポーリが，侵入してきた反革命コサッグ箪に占領され，これに呼応

して， レプシンスグ， コパル両郡のコサックも行動を起した。ここに北部セ

ミレーチエ戦線が形成された。同じ6月に，中国新彊省から，ヂャルケント，

プルジェヴァリスク方面にコサック寧が侵入し，ここにも戦線が形成され

た。さらに， 7月には隣接するフェルガナ州でパスマチとの戦線が形成され，

これはセミレーチエ南西部も捉え，影響を及ぼした。 1920年 1月に，ヂャル

ケント=フ。ルジェヴァリスク戦線で 3月に北部セミレーチエ戦線で，反革

命の中核を成したコサック軍が中国領へ潰走して，内戦状況はようやく終了

したり(地図 1参照)。

この内戦のなかで，植民地セモレーチエでは一党制政治システムの形成へ

向ったのであるが， 入植農民は， ソヴェト権力と党からも自立(律)的に農

民革命を実現していくことになる。

1918年春からトルケスタン地方，とりわけ植民が最も進行していたセミレ

ーチエ州でも， ソヴェト権力の土地政策に支援されつつ，農民革命が本格的

に展開していくことになる。この農民卒命は，内戦のなかでコサックと対I[侍

しつつ，原住ムスリムの土地への占拠を続けつつ，入植して聞もない貧しい

農民 HOBOCeJIbIを主体に，入植村落の富裕な旧くからの移民 CTapmKIIJIbIの
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地図1 セミレーチエ州の内liil¥
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土地をも収用しつつ，中央部ロシアの勤労=均等原理を，植民地でも実現し

ようとするものであった。 18年 10月に開かれた第一回セミレーチエ州ソヴ

ェト大会は，土地政策に於て「土地はそこで労働するもの，個人の労働でそ

れを耕すものへのみ」渡すという原則の実施を農業コミッサールに求めた2)。

だが，ソヴェト権力にも，入植農民のあいだでも，原住民の土地への占拠に

対する明確な批判を欠くため，この農民革命は植民主義を温存し，むしろ強

化する方向に作用した。

18年春から入植村落では，富裕なクラークや大借地農民のもとからの土地

収用が始っている。ガヴリロフスコエ村(ピシュペク郡)の村スホードは全

ての借地を「無主で自由な CBo6o瓦HbI貨」土地とみなし，窮乏した予備役兵に

譲り渡すと決定している。同郡のウスペンスコエ村，ボゴスロフスコエ村で

も，大借地農やクラークからの土地収用が決定されている3)。入植村落でも，

中央部ロシアと同じく，村スホードに結集する農民が，勤労・均等原則にの

っとって，土地割替を実現していったのである。ヴィソコエ村(フ。ルジェヴ

ァリスク郡，イヴァニツグ郷)では， 19年 3月24日に村総会がもたれ， 88 

人のスホード参加権をもっ経営主の内， 62人の農民が参加して， r一致して」

プリガヴオールを採択している。ここで，家族員構成からみて余分とされ

る，あるいは，村田から排除された農民の宅地菜園地を無償で、収用すると取

り決めている。同時に，これらの収用分配される宅地菜園地の柵，果樹，牧

草などの取得を以前の持ち主に認め，その投下した労働の成果を保障したの

である4)。ここに，農民の勤労と平等を求める土地革命の理念が鮮かに読み

とれる。

しかし，この入植村落の土地革命は外に向つては，原住ムスリムの土地を

占拠し，自らの耕地を拡大する論理を内在化させていた5)。 これは， 1916年

にムスリム蜂起が激しく展開し，入植農民のムスリムへの敵意が強く存続し

たセミレーチエ南部で特に顕著にみられた トグマク地方では， 18年秋に第

二回郡ソヴェト大会が，農民の「消費=勤労規準」を定めている。この規準

によると 5人の成人を含む一家族に，濯概地 25デシャチーナ f以下 d.と

略記， 1 d.=1.09 ha)，あるいは 37.5d.の天水畑を与え，これに菜園地 25d.， 
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草刈場5d.， 15 d.以下の牧地を付加するというものである。これは平均的な

入植農民家族の経営能力をはるかに越える規模であった。大会は，さらにト

グマグ地区をピシュペク郡から分離し，自立することを決定したが，これ

は，新しい移住者 HOBOCeJIbIを受け入れずに， 1916年蜂起のキルギス難民を

ピシュベグ郡へ放遂L.，この地方に高い消費=勤労規準に裏づけられた，入

槌者のファーマー的経営を確立しようとするものであった6)。翌 19年2月

には， トグマク郡での土地社会化実施のための移行措置を述べた「指導書

I:IHCTpyKI.UI兄」が出されている。この指導書では，ロシア人と原住民の聞のあ

らゆる「境界」は存在すべきでないとされ，耕種農業に適する全ての「未占

有の予備地」を土地なし農民に与え，畜産には農業に適さない土地を割り当

てるとした。そして，濯慨耕地5d.，草刈場1d.，家畜追込地 1~3d. を，食

いぶち農民一人の分与規準とし 16才に達した男子には宅地菜園地1800サ

ージェン (=3/4d.)を受けとる権利を認めた。しかし，原住民の畜産経営に

は耕地は分与されないと述べたのである7)。

ピシュペグ郡では， 18年9月の郡ソヴェト大会で，農業コミッサールは，

「土地なしの都市の，一時農村に生活する住民が，一年間の飢えから，土地

に殺倒しJ，大量の土地を正確な記帳もなく臨時の用益として渡さざるをえ

なかったと情況を説明し，この「土地占拠」が継続中であると報告した。彼

は，さらに，土地なしの新しい移民 HOBOCeJIbIを，彼らが居住する村団に登

録し， その村で宅地菜園地を与えるのは「不可能で、ありJ，隣接するキルギ

ス人の土地へ彼らを入植させることはできるが，さりとてこれは将来，問題

を引き起こすことになろうと述べた8)。 大会で，郡コミッサーノレは飢えたキ

ルギス人の悲惨な窮状と，彼らを富裕なキルギス人のもとへ疎開させざるを

えない状況を報告しへ法務コミッサールは，彼らにロシア人入植者が，略

奪，切盗，殺人，私刑などの犯罪をなしていると指摘した10)。大会は， トク

マク地方代表の分離の主張を反対多数で拒け11)， コミッサーノレの報告に窺え

るように入植民の飢えたキルギスへの抑圧と，彼らの土地の占拠に危倶を抱

いたのであるが，この危倶は現実となっていく。移民=入植者に依拠したソ

ヴェト権力は，彼らの志向に引き寄せられ，適合させられつつ動いていかざ
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るをえなかったのである。 18年 10月末に出されたピシュベク郡農業委員部

通報では，土地=水利委員会が組織され，冬畑の播種と夏畑の準備が行れた

と伝え，各食いぶち当り播種地0.5d.の分与を提案していた。このために，同

通報はキルギス人の，又，入植村落の，あるいは固有の貸し出されている土

地を，さらに「キルギス人によって耕されない土地」を，キルギス人との協

定をえて土地分与のために利用すること指示していた12)。飢えたキルギスの

牧民が土地を耕すことができない現実の状況では，これは，キルギス人の土地

を占拠し，それをフォンドに含めつつ，土地改革が進展することを意味した。

プルジェヴァリスク郡でも状況は同じであった。 19年 1月21日に，キル

ギス人の諸郷から代表を集めて会議がもたれた。ここで，キルギス人が大量

に土地を奪われた状態にあることが明らかとなった。それは，郡の土地部が

「自由な未占有の CBo6o且Hble土地」としてキルギス人の土地を 1919年の貸

出地に含めたためであった13)。このような原住民からの土地取上げが，彼ら

に対する入植農民の暴圧と一体となって進行していたことが， トルケスタン

戦線軍事革命委員会の警告からも窺える。 19年 3月10日付で，軍事革命委

員会の M.φ.フルンゼとB.グィピシェフの名で当郡の共産党委員会へ電文

が打たれている。そこでは，農民によるキルギス人への「大規模な迫害」が

行れているのは， I民族的激情を煽り，自らの支配の強化を望む反革命グラー

クの影響下に，当郡の農民が全くおかれている」ことを示すものであると指

摘され，当郡に「巣くう反革命クラークの犯罪的徒党」にソヴェトと党の活

動家が示している「消極性」が厳しく批判されていた14)。このような警告に

応へて 19年5月の第二回郡民主大会は不法な土地占拠と移住」は行わ

ないと確認している。 しかし，この決定は「不法な CaMOBOJIbHbI首」行為と

して「土地占拠J，I貧しいものへの暴圧」一般をあげ，被害者キルギス人へ

一言も具体的に言及しないものであった。大会のアピールは， さらに我

々の手に秩序と合法性はある。もし諸君が，介入による重荷全てを負うのを

欲しないならば，我々自身の生活の建設に中央の部隊が介入するのを許して

はならない」と訴えていた15)。このように中央の介入を警戒し，その介入を

回避するために自己規制しつつ，入植農民を主体とする土地革命が進行した
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のである16)。

この入植農民主体の土地革命は，民族の差別なく，農民に均等に勤労原理

に従って土地の分与をはかるものであり，その点で，零落したムスリム牧民

が土地を得て農耕定着するのを誘引するものでもあった。しかし，現実に

は，占拠された土地が返却されないのみならず，農耕のための牧民への土地

分与は進展をみせなかったのである。クガリンスク郷(コノ勺レ郡)のカザフ

人 110家族は， 1917年の飢僅で畜群を失い，遊牧を続けるのが困難となり農

耕定着に移ろうとした。彼らは 1918年にソヴェト当局に土地分与を請願す

るが，なしのつぶてで， 1921年を迎えていた17)。第一アクサイ地区(ヴェル

ヌイ郡)の原住ムスリムの作男・貧農組合が 21年 10月にトルケスタン共

和国中央執行委員会へ宛てた訴えは，彼らが革命と内戦のなかで、耐えた苦難

と土地確保の困難な状況を記している。この訴状は，革命前には「クラー

ク」がムスリムから「零細な土地」を奪い， f乍男として働くことを強い，家

畜の踏害への弁償を求め，彼らを恐惜したと，彼らへの抑圧について述べて

いる。だが，重要なことは，羊命後に関する彼らの訴えである。 1917年2月

の革命後， rさらに一層，抑圧が増した」とこの訴状は指摘し， 1918年には，

コサックの支配下にあった彼らは，コサックの逃亡後，その支持者とみなさ

れ侮辱され，家畜没収，銃殺にさえあったと述べた。 1919年には，彼らにも

土地が与えられたが，それは痩せた石がちの土地だったのである18)。

さらに，入植者の土地占拠を伴う土地革命は，この地方の原住ムスリムの

生業である遊牧畜産経営の土地利用形態をずたずたに引き裂くことになっ

た。表 1は，ヴェルヌイ郡における遊牧畜産経営に対する，とりわけ遊牧路

(畜群通路)への農民の様々な阻害行為の一覧である。この表は，ヴェルヌイ

郡全体のわずか8郷について，それも遊牧路に関するもののみ示している

が，遊牧路が牧民経営にとって，季節の牧地を結ぶいわば生命線を成してい

たことを考慮すれば，この限られた資料からも十分に，牧民経営にもたらさ

れた困難な状況が察知される。この表の約 30に及ぶ遊牧路に関する状況は，

1918年以降も「一時的な土地利用者の耕作J，r不法入植者の建物」などで通

路が狭搾され，水飼場や牧地の確保に困難をきたし，遊牧の行程自体も数日
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表1 ヴヱ Jレヌイ郡における遊牧路の狭搾状況 (1921年 1月現在)

1.1アJレマアタ郷 6つの畜群通過路 CKOTOIlporOHHble瓦OpOfHがある。全ての

道で途中休留のさい，草と水の確保が十分でない。林野巡視員をはじめとする林

野庁が林野区の通過を阻げている。例えば，第5，第6路で，通過に対して，特

別の現物支払いを取っている。

第 1路 TaCTaK村を通る。通過路は，村民の穀作により狭搾されている。;農民

によって道は狭められ，踏害がやむをえず，そのため畜群の進行が阻げられる。

第4路: タシケント街道の下の ACKa誼の地を通る。畜群はぬかる沼を通らね

ばならなし、。沼の周りには畑があり，通過を阻げているためである。

第7路l3yTaKoBcK班員谷に沿っている。林野区と蜂房場が畜群の通行を大い

に阻げている。小 AJIMa-ATa谷でも，同じ原因で通行が阻げられている。畜群

の通行 CKOTorrporOHは5昼夜で行れる。

2. 1 東タノレガJレ郷 7つの遊牧路 KOqeBHble瓦OpOfHがある。

第1路 KOTyp6yJIaK谷へ通じる。「臨時土地用益者jの耕作により，畜群通

路全てが閉ざされた。 1917年までは狭搾されていたが，通行は可能であった。

1918年に上記の理由で殆んど全く閉鎖、された。

第2路l3eJIb6yJIaKの河口に入るさい， 10年前に住みついた 10戸に及ぶフー

トルの一群がある。これが畜群通過を全く阻げている。この谷に治い沼の上で，

遊牧路は林野保護線 KOp瓦OHによって圧搾されている。

第3路:且JKaHbIlIIapから追い出され， KyJIb，l(JKa道に一時住んでいる農民

KpeCTb5lHeが，通行の主な阻げとなっている。

第4路: 畜若手通路はタ JレガJレ兵村までいき，ここで村の柵に泊って東に向う。

ここで， 建物， 旧移住民と 1918年の新移住民によって畜群通路は占拠されてい

る。ここを通って畜群は五つの土地 ypOQJ1Il¥aへ追い込まれるので，この道は不

可欠である。兵村から山地までにも，畜群通路は播種地で狭搾され，ところどこ

ろで全く通行不可能となっている。

第5路. イリ川に治って行くと， AJIeKCaH瓦pOBCKoe村の畑作によって畜群の

通行が阻げられる。この畑地は KyJIb，l(JKa道に至るかつての遊牧路まで蚕食し

ている。 KyJIb江JKa道の上では， TaJIrap兵村とI1CCbIK兵村のコサックの畑作

で，音群通路は狭搾されている。さらに，通路は M.JIerocTaeBの養蜂経営に

よって阻げられている。

第6路: 道は全く自由に通れ，草地も水飼場を確保されている。

第7路: 日JIb)11から KyJIb瓦aJKa道までは自由に通過できる。草と水が確保さ

れている。 KyJIb，l(JKaの道から TypreH川に沿って，道を TypreH村と一部

l30JITaBaeBcH誼村農民の播種地が占有している。

第B路: 第7路から分岐し， TypreH郷のキノレギス人の利用地に治って通ってい
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る。 TepHC.・l3yTaK谷の河口で，道は播種地とクローパ畑によりひどく圧搾され

ている。道が5サージェンのl隔まで拡張されると畜群の通行が全く自由になる。

AChIの地に遊牧を行わないタ Jレガノレの全ての郷は，夏の牧地へ2昼夜の， また，

ACbIの地に遊牧するものは 11昼夜の畜群通行を行う。

3. I トウ Jレゲン郷 3つの畜群通路がある。

第 1路 KyJIb)(Aaの道より上は， BOCTOqHOe村長民の分与地に沿って道はの

びている。村の農民，特に EφHMOB と KOpllIOBは，耕起によれ遊牧路を全

くふさいでいる。その後，道は ATKacの地の MHxa誼JIOBCKOe村住民 EpeMeeB

の蜂房場まで通行自由である。 EpeMeeBの蜂房場では，停留のさい畜群を周囲

に放つのが阻げられている。

第2路: 住民I1BaHoBの借りていた土地が阻げ、となっている。この土地は，

1918年から土地委員会へ渡され， BOCTOqHOe， MaJIOBO瓦Hoe，EBreJIbeBCKOe 

村の独立自営農民 e江HHOJIHqHHKHの手に渡った。彼らは遊牧路を全て耕し，

畜群の通行を阻げている。草と水は確保されている。

第3路 Acy-Ca政谷に林野警備署 KOp江OHが建てられ，林務官が署の近辺に

畜群を放すことを許可しない。

夏の牧地 AChIまで，全ての通路で 2-3昼夜の行程である。

4. I東カステク郷 4つの畜群通路がある。

第 1，2路 TIpy)(KH村の分与地まで，通行は自由で草も水も保障されている。

村の分与地に近づくと村の両側に沿って道は二つに分れ，一方は〔村の〕牧場と

草刈場によって，他方は，村農民の播種地によって狭搾されている。これ以降，

通行は自由である。 Kapa-KaCTeK谷の河口で， l3ypryH村の農民の播種地によ

って狭搾されている。その後，夏の牧地まで通行は自由である。

第 3路 Kapa-KhICTaK-且aJIaの地で3ヴェ Jレスタの幅の通路は， 1918年から

TIpy瓦KH村農民によって不法に占拠されている。ここに種が播かれ，キノレギス人

の畑とクローパーは略奪されている。向村農民の交叉地条の土地切り足し，主主/-IJ

り場，播種地によって，畜群通路は狭搾されている。

遊牧行程は2日である。

5. I西カステク郷: 基本的な畜群通路は 2つである。

第 1路 4HeH村と BHJIbllMOBCKoe村の農民の橋種地が阻げとなっている o

農民は不法占拠したキノレギス人の土地に種をまき，遊牧のための道を通れなくし

ている。且yHryJIeK-O盈の地で、は，上記両村の農民が草を刈り，自分の分与地で

はなく，占拠したキルギス人の土地に自分たちの家畜を放っている。

第 2路 Kapa-Ca3の地で 4HeH村農民の播種地と菜園によって，高群通路は

全くふさがれている。これはキノレギス人の土地である。且eprec-l3aypの地では，
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岡村農民がキJレギス人の土地を不法占拠し，播種し，通行を阻げている。

第3路: 第2路の続きである。全行程，通行に阻げはない。

全路，夏の牧地まで3日の行程である。

6. Iジャイリムイシュ郷 2つの遊牧路がある。

第 1路 HOBO-pOCCH故CKoe村農民の分与地のところで，農民の橋種地により

道がいくらか狭搾されている。その後，夏の牧地まで，全く通行自由である。

第2路 Kapacy-且lKaraCbIの地で，製粉場経営者4人の播種地と，一部はキノレ

ギス人の耕起によって道は狭搾されている。 TaycarblcbIHの地では， HOBO-

POCCH晶CKoe村農民がキノレギス人の土地に播種し， 1ヴェノレスタにわたって道が

狭搾されている。 OrnaKcTbIH司O盈bIの地では， HOBOヂOCCH貰CKoe村と東 Ka司

praJIbI村のロシア人農民がキノレギス人の土地で草を刈り取れ道は再び狭搾され

ている。

これらの路は 6昼夜の行程である。

7. Iチェモルガン郷 4つの道がある。

第 1路 KaCKeJIeH兵村の牧場が通路の阻げとなっている。

第2路: 林野区にそって道が続く。林野庁の巡視員とのいざこざが起きている。

第 3路 ArnH6yJIaKの地で，畜群通路は CaMCOHOBCKoe新村の播種地のな

かを通り 10ヴ、エノレスタにわたり狭搾されている。そこから夏の牧地まで通行自

由である。

第4路 Kapacyの地から 4y6ap-AT谷の河口まで， CaMCOHOBCKOe村農民の

分与地があれ通路は全く閉ざされている。 Ke6e.n:lKeの地には，以前，キJレギ

ス人の草刈り場があったが，現在は CaMCOHOBCKoe村農民の家畜が放たれてい

る。ここから夏の牧地までは通行自由である。

これらの道で畜群通行に 2-3日を要する。

8. Iカラム郷 1917年まで当郷にはかなりの数の畜産経営があり， CroraTHH郷と

KbI3bIJI-EypKOBCK郷のキノレギス人と共同で，畜群通路を利用していた。しかし，

1918年に， CroraTHH郷と KbI3bIJI-EyJIKOBCK郷， 一部 EOKH誼CK郷のキノレギ

ス人とロシア人の村落 KyKHKoBKa，CypryH， 3a員[(eBCKOeの住民によって，ひ

どく零落させられ，移牧する畜群がないほどである。

~拠，ヴェノレヌイ郡の遊牧路の状況究明に関する会議議事録。この会議は 1921 年 1

月26-27日の両日，原住牧民の代表を集めて行れた。 <<COBeTCKoeCTpOHTeJIbCTBO 

B ayJIaX H CeJIaX CeMHp巴可bll>>，N2 85， c. 143-147. 
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聞に短縮せざるをえず，彼らの畜産経営が萎縮し危機にさらされていること

が判明する。例えば，東カステク郷の 4つの遊牧路の内，第一，第二路は，

フ。ルドゥキ村の近くで，農民の牧地，草刈場，播種地により，他のところで

はフツレグン村農民の播種地により狭搾されている。第三路もまた，プルドゥ

キ村の農民が 1918年から「不法勝手に CaMOBOJIbHOJ占拠し，土地の切リ足

しを行い交叉地条を生み出し，彼ら農民の草刈場と耕地で，狭搾されていた

のである。四路の内，三路が狭搾状態にあり，夏の牧地までの行程は 2日間

と短縮されている。さらに，この夏の牧地=夏営地とて，畜群を飼養するの

に卜分ではなく，隣りのピシュベク郡の 11918年に畜群を減らした」キルギ

ス人から夏営地を借りなければならない窮地に陥っていたのである 19)。

入植者を中心とする農民革命の進展のなかで，原住ムスリムの農作業への

徴用も行れた。 これは， 19世紀から 20世紀初めの植民地セミレーチエの富

農経営の下での，原住ムスリムの作男としての使役，さらに，第一次大戦下

で、出征兵士家族の農作業への徴用に引き続くものであった。 1919年夏に，セ

ミレーチエの各地で原住ムスリムの農作業への徴用が行れている。 19年6

月20日にフ。ルジェヴァリスク郡執行委員会は郷村の執行委員会へ，赤軍兵

土の家族と貧しい農民の支援のために定職をもたない全ての市民， とり

わけムスリム」に農作業(濯概溝の清掃，穀物への給水，草刈り，その他の

季節ごとの畑作業)へ，正当な支払いを行って動員することを命じた2九同

じ指令は， 6月21日にピシュベク郡でも出されている21)。 トクマク郡代表

が 19年8月の第3回州、|ソヴェト大会で 118才から 54才までの原住民の

農作業への動員はうまくいった」と報告しているとしても22)，この徴用が原

住民にとっては他律的な，しばしば抑圧的な措置であったことに疑いはな

い。 トクマク地方で，移民によって土地を奪われ窮迫したムスリムに土地を

分与し，農耕定着化させる必要が，ムスリム社会の外から他律的に訴えられ

るなかでの徴用であったし，従って，原住ムスリムの徴用回避の傾向がみら

れるのは当然で、あった。 19年8月のヂャルケント郡ナルイン地区の入植村落

の代表者会議の議事録は次のように記している。「原住民労務者は何人かづ

っ，し、くつかの村に送られたとはいえ，この動員は紙の上のことだけであ
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り，彼らは一日働くと，定められた規準以上の割増し支払でも働こうとせ

ず，自分のアウル集落へ逃げ、去っている」お)0 1920年夏にも，原住民の農作

業への徴用=動員は行れている問。しかし， 1916年ムスリム蜂起以降の，こ

の地域の住民の民族的不信と敵対，入植農民による土地占拠の継続のなかで

は，原住民の農作業へのこのような徴用が成功を収めるのは困難で、あった。

植民地セミレーチエに於ける農民革命は， 18年春から内戦の終る 20年ま

で、に本格的な展開をみたが，入植農民の原住民に対する土地占拠と抑圧とい

う本質的特徴を考慮すると， その幕開けは， 既に 1916年ムスリム蜂起への

対応=鎮圧過程から始っていたといえよう。ここで，この植民地に於ける農

民革命を，いくつかの統計資料を利用しつつ，全体的に総括しておこう。

表2はセミレーチエ州人口の民族別構成を， 1916年 1月1日現在と 1920

年 8月の人口調査の時点で比較したものである。この間に，当州はムスリム

蜂起， 革命と内戦を経て， その人口を 136万2千2百から 95万6千6百へ

と29.8%の減少をみた。これを民族別構成でみると，1916年にロシア人はウ

クライナ人を含め 13万2千人余で州人口の 9.7%であったが，驚くべきこ

とに内戦の終った1920年には， 26万8千人となり，州人口の 28%を占める

に至った。彼ら移民自入植者は，この聞に絶対数で2倍に膨れあがり，人口

構成でも 3割弱まで肥大したのである。他方， トルコ=タタール系の原住民

は，絶対数で 120万5千から 65万2千9百人と激減し，人口構成でも 88.5%

から 68.2%と， その比率を著しく低下させたのである。 これは， 1916-20 

年に入植民社会が原住民社会の萎縮のなかで，膨張し大きく増殖したことを

示している o

セミレーチエ州は， 1916-1920年に経営数を 241，750から 181，182へと，

約四分の・の減少をみせた。だが，定住民(入植者と原住ムスリムを含む)

の経営の減少が， 9.2%であったのに比し，原住ムスリム牧民の経営は， 18万

から 12万6千へと，約3割の激減であった25)。経営数においても，原住ムス

リムの経営が入植民の経営に比して著しく衰退したことが裏づけられる。 ζ

れを， 1917年から 1920年まで、の変化でみると，原住ムスリムの牧民経営の

著しい衰退という大勢は変らないが，入植農民の経営は，植民地での農民草
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表2 セミレーチエ州の人口構成の変化 (1916-1920年)

民族別 、¥¥¥~

1916 年 1920 年

ロ シ ア 人 134，854 14.1% 

小ロシア人
132，133 9.7% 

133，263 13.0% 

ポートランド人 1，362 0.1% 
6，674 } 0切

{也のヨーロッパ系

計 133，495 9.8% 274，791 28.7% 

カ ザ フ 人 425，063 44.5% 

キルギス人
88.5% 

172，501 18.0% 

ウイグ Jレ人 45，005 4.7% 

ドクンガン人 10，357 1.1% 

モンコノレ人 21，795 1.6% 
28，903 3.0% 

他のアジア系

言十 1227，342 90.1% 681，829 71.3% 

そ の 他 1，362人 0.1% 

総 計 1362，199人 100% 956，620* 100.0% 

1916年のセミレーチエ州人口の民族別構成は次の文献に依拠した。 <<E)!{eroぇHHK

POCCHH 1916 r.)). BbIIl. 1， 1918， ITeTporpaん 1918，C. 46， 51. 1920年の資料は次の

文献からとった。 <<COQHa~HCTH~eCKoe cTpoHTe~bcTBo B Ka3axcTaHe B BOCCT仕

HOBHTe~bHbI員IlepHO江 (1921-1925 rr.)))， C60PHHK .n:oKyMeHToB H MaTepHa~oB， 

A~Ma-ATa， 1962， NQ 3， c. 22. 

キ セミレーチエ州の全人口は， 959，620人と報告されているが，民族別構成からは

956，620人となるので，こちらの数字を採用した。 3，000人の差は全体の認識に誤った

解釈を生じないであろう。 1920年代のソ連の統計集では， 1920年のセミレーチエ州

の人口は中央では集計総括がなされておらず， 1916年ムスリム蜂起前の人口数で代替

されている。 CM・， <<CTaTHCTHQeCKHll e)!{ero.n:HHK. 1918-1920)). T. VIII， BblIl. 1， M.， 
1922， CTp. 4. 1920年のセミレーチエ州の人口をほぼE確に算出していると思われる
のは， 1920年の農業調査統計資料である。この集計にはレプシンスク郡の二郷の人口

が調査されていないが，州人口， 896，444人，内定住ムスリム 87，065入 (9.7%)，ムス

リム牧民 545，160人 (60.8%)， ロシア人263，572人 (29.4%)， ソホーズ構成員 647人

(0.1%)という数子を出している。 Tpy.n:bIUCY， T.II. BblIl・ 7，M.， 1923， c. 146. 

命のなかで立ち直り，経営を拡大していったのである。この草命と内戦の時

期に，牧民は同州で人口の 22.7%，経営の 22%を減少させた。郡別にみる

と，ヂャルケント，プルジェヴァリスグ，ナルイン郡では， 1916年蜂起で逃
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避した難民が戻って来て人口・経営数を増大させたが，他の諸郡は内戦と飢

鐘のため，人口・経営数ともに著しく減少したのである。これに対して，入

植農民の経営数は州全体で1917年から 1920年末までに 15%の増大をみた

のである。内戦の場となったレプシンスク郡でのみ，ロシア人は人口の 9%，

経営の 7%を失ったが，他の全ての郡で，即ち，ヴェルヌイ郡で48%，フ。ル

ジェヴァリスク郡で 35%，ナルイン郡で 34%，ヂャルケント郡で26%，タ

ルドゥイ=クルガン郡で20%， ピシュペグ郡で11%の農業経営の拡大をみ

たのである26)。

植民地セミレーチエに於けるロシア人をはじめとする入植民の人口と経営

が，革命と内戦期に増大したことは，取りも直さず農民革命の結果であった

が，この農民経営の増大をもたらしたいくつかの具体的要因にも言及してお

かねばならない。第ーに， 1919-20年に入植農民のあいだで経営分割=分家

が広く行れたことである27)。これは，ロシア中央部の農民革命のなかでも，

同様な現象が観察されるがお)，土地を獲得し分離・独立する機会が与えら

れ，その可能性が現実性に転化したことを示している。第二に，大経営の固

有化が行れるとの噂が州全体に広まり，農民がそれを恐れて経営分割に向っ

たことがあげられる。このような経営分割=分家によって，経営規模は縮少

し，生産力と農具は分散し，平均家族員数は州全体で6%も低下したのであ

る2九このような分家による経営数の増大とともに，第三に，外からの流入

による経営の増大も加った。内戦のなかでも，移民は各地から植民地セミレ

ーチエへ到来し，ここに経営をかまえたのである30)。このようにして，経営

分割=分家によるいわば内的なものと，流入という外的なものがあいまっ

て，経営数を増大させつつ農民革命が植民地で展開していったのである。

農民卒命は，農民経営の数を増大させながら，彼らの経営の平準化をもた

らした。播種地なし経営はラ 1917年の 27.6%から 1920年の 17.6%に減少し

た。革命前に植民地で広く行れていた借地は， 1920年に全農家の 4%が，そ

れも平均 4.9d.の借地を行っているところまで縮少した3九他方で，富裕な

旧移住民を中心とする経営が勤労・均等原理の実施により，経営規模が縮少

したこと，経営分割=分家で解体していったことを考えると，入植農民は全
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体として平準化へと向ったのである。この平準化を底部から促迫した要素と

して，革命と内戦のなかでたえず生み出された土地なし経営の存在がある。

この土地なL経営には，シベリアから流入した移民や戦線の移動で土地を失

った人々が含まれるが， 彼らは 1917年に農業経営の 2.4%から， 1920年の

12.5%へと増大するのである。さらに穀物商業の禁止と食糧事情の悪化で，

非農業分野の就労者が，食糧を求めて農業経営を目指した32)。 これらの社会

層は，土地を求め，下から農業経営の平準化を求める圧力を課したといえよ

う。このようにして農民経営は増大しつつ平準化され，その規模は縮少し

た。 1917-1920年に，農民経営はその家族員数を 6%減ら L，播種地は一経

営平均2.2d.から1.5d.へと減らし，穀物商業の禁止のなかで， 自己の消費

内に生産を限定する自給的性格を強めたお)。

ムスリム蜂起，革命，内戦と続く政治的激動と経済的困難のなかで，植民

地セミレーチエでは農民卒命が展開し， 内戦の終る 1920年末には， 植民地

社会は基本的に三つの経営形態へ成層化されていた。 1920年の農業調査で

は，当州、|の 181，188経営のうち， ロシア人をはじめとする入植者の経営が

26.5%，定住原住民の経営が 9.1%，原住牧民経営が64.4%であった34)。ロシ

ア人経営は，農民革命のなかで経営数を増し，肥大し，植民地社会で増勢

し，平準化した。他方，ムスリム定住民は経済的困難と農民革命のなかで，

比重は増したが，ロシア人経営の下方に劣等な農耕民として配置された。さ

らに原住牧民経営は，比率を低下させ，入植者に遊牧を寸断・破砕され，存

亡の危機に立たされた35)。ここでは， ロシア人をはじめとする入植者の経営

のみが食糧を自給できる状況にあり36L飢餓線は第一成層たる入植民と，第

二，第三の成層たるムスリム住民の聞を走っていた。植民地セミレーチエの

農民革命は， 1916年ムスリム蜂起の鎮圧過程で、の原住ムスリムへの抑圧と飢

餓のなかで始まり，卒命で鼓吹された入植者=移民の「土地を自ら耕す者

へ」のスローガンの下で，外部からの流入移民も受け入れつつ，内戦期に満

開花したのである。植民地のこの農民革命は，その過程から，又，結果から

しても，‘ムスリム民衆を政治的に疎外じ，彼らの土地への侵害も内包する，

中央部ロシアの農民革命とは異なる植民主義的性格を強く温存するものであ
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った。
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9KOHOMI:IqeCKI:Ie rrpeo6pa30BaHI:Ill B ayJIe 1:1 ，n:epeBHe Ka3axcTaHa， AJIMa-ATa， 

1965， c. 78， 91 プノレジェヴァリスク郡ではスイノレ・ダリア州の住民が押し寄せ，トク

マク郡で、は「他の諸郡」の移民が，原住キノレギス人の土地を占拠したのである。 (<Be-

JII:IKall OKT1l6pbcKall COl¥. peB. 1:1 rpaiK江aHCKallBonHa B KI:IprI:I31:I1:I (1917-1920 

rr机N'2257， c. 227， 228. 

31) くくCOBeTCKoeCTpOI:ITeJIbCTBO B ayJIax 1:1 ceJIax CeMl:Ipe可bll>>， NQ 2， c. 33. 

32) TaM iKe， NQ 2， c. 32-33. 

33) TaM iKe， J治 2，c. 32-33. r.φ.且ax田 JIenrep，YKa3. COq.， C. 96-97. 

34) <<CoBeTcKoe CTpOI:ITeJIbCTBO B ayJIax H ceJIax CeMl:IpetIbll>>， NQ 2， c. 21. 

35) 内戦の終った 1920年夏に，入償農民とムスリム定住農民の経営格差は歴然としてい

る。ウ、ェノレヌイ郡ではー経営当り入植農民の播種面積は， 4~10 d. iこ平準化したのに

対し，ムスリム農民の経営の 6 割は 0.5~3 d.のところにあった。 TaMiKe， NQ 3， C. 

35. 

36) TaM )j{e， J池 2，c. 34. 

IV. 入植農民の社会的行動

植民地セミレーチエのソヴェト権力は移民社会を基盤としていた。この社

会的基盤を共通とする共産党と左派エス・エルの合同，そして一党制政治シ

ステムの形成の下で，入植農民を主体とする農民草命も展開した。だが，植

民地の移民社会は，一党制政治システムを担う共産党とソヴェト権力に全く

一体化していたのではなく，その政策を受容しつつ，反挺もし，自立(律)

的に対応したのである。移民社会のこの自立(律)性は，政治の場では，無

党派農民代議員のソヴェトへの輩出と，彼らの希薄な党派性，政治的浮動性

となって現れた1)。 また， ソヴェト権力と共産党の政策を越えて，原住民の
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土地を占拠し，穀物調達に反指し，自家消費的範囲に生産をとどめようとす

る農民の社会的行動ともなっため これは植民地社会に於ける移民=入植者

の，いわば“スチヒーヤ CTHXHR"の発現であった。

この自立(律)性 CTXH訪日OCTbは，内戦期の移民=入植者の一連の社会的

行動にも窺える。ベロヴォードスコエ村をはじめとする入植村落での農民反

乱，チェルカスコエ村を中心とする農民軍の戦い，州都ヴェルヌイでの赤軍

部隊の反乱などである。(地図 2参照)

1918年夏からトルケスタンでは，ソヴェト権力の穀物徴発へ反挺する農民

の行動がはじまり，その最大のものが，セミレーチエ州ピシュベク郡のベロ

ヴォードスコエ村を中心とした農民反乱であった。 18年 12月初めから，こ

の地方の入植村落では，スホードが聞かれ，そこで選出された代表はベロヴ

ォードスコエ村へ赴いた。 12月7日に，この入植村落で，ピシュベク郡と|狩

りのアウリエ=アタ郡(スィル・ダリア州)の村務代表者の会議が聞かれ，

反乱の司令部となる軍事=人民評議会 BoeHHO-HapO，UHbI抗COBeTが組織され

た。その議長には，ピシュベク郡ソヴェトのメンバーで左派エス・エルのプ

ラゴダレンコ日.OJIarO，UapeHKOが就き，反乱の武力を成した人民軍HapoλHa兄

apMHRの指揮は，サドヴォエ村の農民で左派エス・エルのガリュータ faJIIOTa

が執った。反乱の宣伝相の役割を果したのは， ソクルク村の司祭トカチョー

フ TKa1JeBであった。反乱を起こした農民は，穀物徴発の徹回を求め， 12台

の食糧を積んだ荷馬車を襲い， これを守る 11人の赤軍兵土を虐殺した。 チ

ュ一川の渡し場を警備していた2人の赤軍兵土は銃殺され， )11に放げ捨てら

れた。二人のソヴェト活動家も落命した。反乱のなかで，この地方からソヴ

ェト権力は一掃され自治ベロヴォードスコエ郡」の形成が宣言され， こ

の地域は一時的に「ベロヴォ ドスコエ集会ソヴェト COBeTOeJIOBO，UCKOrO 

MHTHHraJによって統治されたのである。叛徒農民は， 12月 14日に郡市ピ

シュペクの西部を占領する勢いを示したが，やがて駆けつけた赤軍部隊の反

撃にあい， 26日に反乱の拠点ベロヴォードスコエ村を占領され，翌年 1月1

日までに鎮圧された3)。

20日間に及ぶこの農民反乱は， 18年夏から秋にかけて隣りのアウリエ=
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地図2 セミレーテエ地方の入植農民の行動 (1918~1920 年)
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アタ郡タラス川流域のドミトリエフカ村を中心とする農民反苦しめを引き継

ぎ， 1919-20年に内戦から解放された地域で、新たに導入された穀物徴発に抵

抗する農民の行動5)に連なる，一環を成していた。共産党との合同を拒んだ

ピシュベク地方の左派エス・エルが，反乱において大きな組織力を発揮した

47ー



北大文学部紀要

とはいえへ この反乱を左派エス・エノレが指導し， 入植地のクラークが主体

となった反革命暴動として整理することはできない。この反乱は，入植地の

村・郷スホードに結集して土地を確保しつつ自らの革命を推進する農民の，

ソヴェト権力に対する抗糧の闘争であり，直接的な集会民主主義を基盤に，

彼ら入植民の自立した郡を形成する試みであった。反徒農民のイデオロギー

は明示されることはなかったが，キリスト教信仰に浸潤する入植村落で反乱

は展開し，反ムスリム的性格を帯びたものであった。「黒隊'IepHhI員OTp冗瓦」

を率い，農民を反乱へと駆りたてたのが村司祭トカチョーフであり7)，また，

原住民のなかで活動していた民族人民委員部の三人のムスリム活動家が，反

乱のなかで反徒に殺されたのである8)。

反乱をおこした入植農民の思想は， 19年 3月の第二回州ソヴェト大会のマ

リーニン JI.MaJIHHHH (左派エス・エルのフラクション代表)の発言に反響を

とどめていた。彼は， ソヴェト権力への党派の介入を批判L，その「人民性

HapO，ZLHOCThJ と「無党派性 6ecrrapTH如 OCThJを求め，農業集団化を非難し，

原住キルギス人の「自決権」に強い不信を示し，それを拒否したのである凡

だが，左派エス・エルと共産党の合同が進み，左派エス・エルのソヴェトで

の発言はこれが最後となった。左派エス・エルの政治的回路を通して農民の

自立(律)性発見の道は閉されたのである。 19年7月にフ。ルジェヴァリスク

郡をとらえた農民反乱は，もはや左派エス・エルの政治的組織力ではなく，

コサックの武力に誘発されて進展することになる。

19年夏のフ。ノレジェヴァリスク郡は緊迫していた。 5月28日に，郡と市に

非常事態 OCa，ZLHOerrOJIO)j{eHHeが布告され，全権力は郡防衛作戦=政治司令

部に移された。この布告は， ドゥンガンとタランチが中国国境から同郡へ進

入しようとしているとの情況判断に基づいていたが， 1916年ムスリム蜂起の

際，入植者がドゥンガン，タランチを虐殺したことへの彼らの報復を警戒し

てのことであった10)。入植民の社会は 1916年の報復に怯えたのである。さ

らに， 6ー7月のソヴェト権力の入植民に対する措置も，彼らを緊張させるに

十分であった。 6月18日に，土地を実際に用益するものへ1d.当り 2ルー

プリの課税が命じられたが，これは原住民の土地を占拠し耕作する農民への
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課税を含意した11)0 7月半ばには，不法な土地占拠には播種地と菜園を除い

て，建物を徹去し，入植農民の播種地と家音も記帳することが命じられてい

る。入植農民は家畜の中国領への隠匿や，播種地の過少申告でこれらの措置

に対応した12)。 しかし，このようなソヴェト権力の側からの政策に対して，

ポグロフスコエ村やチュプロ・クリュチェンスコエ村などでは， rグラーク

の制圧 3aCH~be Ky~aKOBJ と呼ばれる状況が生れた。共産党の細胞が組織さ

れず，ソヴェト権力の支配が及ばない状況が既に生れたのである 13)。入植村

落では，農民の自立(律)化が著しく進展していたのである。

こうした6ー 7月のフ。ルジェヴアリアスク郡の緊迫した情状のなかで，突

然，中国領からコサック軍騎兵が侵入L，7月20日に郡市ブ。ルジェヴァリス

クを包囲し，市の一部を制圧し， 5日間の戦闘が続いた。これは26日には撃

退されたが，コサック部隊が占領したトュプ(プレオブラジェンスコエ)村

では， 26日に村住民が彼らをパンと塩で歓迎した。こうして農民の反乱は始

った。反乱はトュプの他に，イシ=グル湖岸の一連の入植村落をとらえる大

規模な農民反乱となった。反乱の中心となったトュプ村で、は 7月30日に

判徒農民は鎮圧され， 150人が捕えられ 54名が銃殺された14)。イシ=クル湖

岸の農民は，コサック部隊の侵入と郡市の包囲を契機に， ソヴェト権力から

の自立(律)性を一挙に反乱へと昂進させたのである。

農民の自立(律)性は，このような農民反乱のなかに顕著にみられたが，

それは各地でつくられた農民軍の行動のなかにも読みとれる。セミレーチエ

州の入植地の農民の武装化は， 1916年のムスリム蜂起に対処して始まり，出

征兵士が武器を携帯して帰還したことによって顕著な現象となった。入植農

民は辺境植民地の圧倒的なムスリム社会のなかで，自らの村落を守るため

に各地に農民部隊を編成した。セミレーチエ州では，チェルカスコエ防衛

4epKaCCKa刃 060pOHaとして知られる，彼らの戦いがある。

1918年夏にレプシンスク郡の入植村落では，コサック寧とアラシュ=オル

ダのカザフ人部隊から村を守るため，農民は自衛隊 OTp兄江bIcaMoo6opOI-IbI 

を編成しはじめた。この地方が内戦に突入するなかで，反革命側の攻勢にお

され， ソヴェト権力は郡市レプシンスクを捨て，チェルカスコエ村へ疎開し
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た。 18年9月10日に，ここに軍事評議会が設置され，翌年 10月半ばに降伏

するまで，反革命コサック寧の包囲と戦うことになった。チェノレカスコエ防

衛を戦ったこの地域には， 12の入植村落と 2つのカザ、フ人集落アウノレが含ま

れていたが，ここは， レプシンスク郡の入植農の過半が集中する入植民の拠

点地域でもあった向。 このチェルカスコエ防衛のなかで， ソヴェト側の主力

として果敢に戦った農民部隊が，軍事行動において示した農民的性格と，キ

リスト教的倫理観は，彼ら入植農民の自立(律)性を示すものといえよう。

農民部隊は，自らの入植村落の防衛を専らとし，他地域への転戦や攻勢には

消極的であり，軍事作戦行動も農業の季節性に影響されたのである16)。ま

た，降伏を前にしてアンネンコフ軍との和平交渉のため， 19年 10月10日に

作成された「軍使への訓令」には，キリスト教の倫理・世界観に裏づけられ

た，入植農民の思想が読みとれる。この「訓令」では，和平条件として，戦

う双方がただちに武装解除し， レプシンスク郡に「中立」を宣言し，コサッ

クと農民のあいだで穀物と資産を分配し，各郷で「自らの判断に従って」土

地問題を解決することが決められていた。さらに，この「訓令」の結びの部

分で，イエスを最初の「社会主義者」とし，その「至聖なる言葉」の実現を

求めつつ全てのものが互いに愛し合い， 互いに助け合わねばならない」

社会を，彼ら入植農民は希求していたのである 17)。ここには，郷村共同体で，

外には「中立」を表明しつつ， r自らの判断に従って」土地問題の解決をめ

ざす，キリスト教の愛と扶助を旨とする農民の，自立(律)的な世界が浮び

上ってくる。

セミレーチエ升lでは農民軍の自立(律)性は，チェルカスコエ防衛にみら

れるように，ソヴェト側につきつつ発揮されたが，隣接するフェルガナ地方

では，それは反ソヴェト行動にまで行きつめている。ロシア人入植者は，ア

ンヂジャン，オシュ郡でも，キノレギス人の土地を占拠し，襲来するパスマチ

部隊に対して自衛隊を組識していた。 19年5月に，この農民軍の指揮をモン

ストロフK.MOHCTpOBが執り，バスマチ部隊との協定を結ぶにいたった。

モンストロフの農民軍は，ジャラル・アパート地区を拠点に穀物独占=割当

徴発に反対し， ソヴェトとその執行委員会全ての改選，出征農民兵の帰還な
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どを要求し 9月8日にオシュ市を占領し，アンヂジャン市を包囲する勢い

を示した。しかし，この農民軍の反乱はやがて敗退し，翌年 1月には，ソヴ

ェト側に投降し鎮圧された18)。モンストロフ農民軍は，宿敵ノミスマチとも協

定して， ソヴェト権力の政策と支配を覆すまでに，その自立(律)性を昂進

させたのである。

入植農民の自立(律)性は，植民地セミレーチエで編成された赤軍部隊に

も確実に浸透していた。この地域から召集された兵士は，第一次大戦のなか

でも郷里の入植地での営農に心をヲ|かれ，植民地鉄道のロシア人労働者とと

もに， トルケスタンの革命の担い手の一つであった19)。内戦のなかで新たに

編成された赤軍部隊も専ら農民から成り 20)，入植地の農民世界の雰囲気に深

くそまっていた。 1920年6月12日から 20日まで，州都ヴェルヌイで生じた

守備隊兵士の反乱は，植民地の赤軍部隊に浸透した農民のこの自立(律)性

を明瞭に示しているのである。

ヴェノレヌイの守備隊兵土の反乱の直接の契機となったのは 6月2日付の

トルケスタシ戦線司令部の，セミレーチエ赤軍部隊のタシケント，さらにフ

ェルガナ地方への転戦命令で、あった21)。 この命令は 6月初めのトルケスタ

ン戦線政治部活動家会議の決定に裏づけられて出された。この決議は，セミ

レーチエ州に関して，共産党は「クラーク，都市の俗衆，様々な偶然的分子

の寄せ集め」であり rクラーグ」がソヴェト権力の名の下に勝利し， その

支配を強化したと判断し，セミレーチエの根本的改革のためには「クラー

ク」から成る赤軍部隊の転出が不可欠とのべていたのである22)0 6月12日に

始った反乱は，赤軍の守備隊兵士全体をとらえ，これにヴェノレヌイ市の共産

党組織も合流した。近隣の農村からは，反乱兵士に加る住民が集まりはじめ

た23)。反乱を鎮圧するために， ピシュベク市に司令部が置かれ，非常事態が

宣言され，ヴェノレヌイへ通じる峠には反乱の波及を防く、、ため警備隊が配置さ

れた。結局，鎮圧部隊は 6月19日にヴェルヌイへ入り， 20日には反乱は鎮

圧されたのである24)。

6月2日の転戦命令が反乱の直接の契機となったが，この反乱の背景には，

さらに三つの基本的な状況が存在した。まず第一に，セミレーチエの赤軍部
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隊の社会的性格である。 この地方の赤軍部隊は， 入植農民を主体に 18年

10月の4千3百から 20年1月には1万‘余へと倍増したが，その「規律化」は

進展せず，いわゆる「パルチザンシチーナ rrapnI3aH山間aJに染まっていた。

赤軍部隊では司令部の選挙制，作戦問題の部隊会議や集会での審議が行れて

いたのである 25)。植民地セミレーチエの赤軍部隊は上から，中央からの規律

化よりも，下からの入植地農民の雰囲気を反映する気風と軍制が優越してい

たのである26)。 このような赤軍部隊へ出された転戦命令は，彼ら兵士の「住

み慣れた土地から離れたくないという利己的心情」に裏づけられて，セミレ

ーチエ兵全員の帰郷要求幻)，任命制の革命委員会にかえての選挙制，革命軍

事委員会の廃止などの要求を提出させることにもなった28)。第二に，反乱を

生んだ状況として，セミレーチエ地方へ穀物独占の導入が噂され，入植村落

に緊迫した雰囲気が漂い29)，それに農民から成る赤軍兵士も感染していたこ

とである。反乱を起こした守備隊兵士は，食糧割当徴発の廃止を強く求めた

のである30)。第三に，反乱の背景として，この地方の入植農民と原住ムスリ

ムの聞で、の鋭い民族的敵対を指摘しなければならない。反乱鎮圧を指導した

フルンゼ M.B.は 6月20日付の革命軍事評議会への電文のなかで， 1916 

年蜂起の「反響」が強く現れ鋭い民族的敵意」が存在したこと， さらに

「キルギス人が，以前は彼らのものであったが，農民が一時的に占拠し，事

実上用益している土地へ戻ってきたこと」を，反乱の背景として，まず最初

に指摘していた問。従って，このような緊迫した民族関係のなかで，反乱軍

はムスリム部隊の解隊を求めると共に，自分達セミレーチエ出身兵士全ての

帰郷を求めたのである 32)。このような反乱の背景をフルンゼは， 6月12日付

でレーニンに「継続している鋭い民族的敵対を土壌にして，穀物独占を実施

するとの噂が飛び交っただけで，住み慣れた土地から離れたくないという利

己的心情に専らとらえられて， 6月12日夜， ヴェノレヌイで武装蜂起がおき

た」と，反乱の第一電を打った33) f.サファーロフは，このヴェルヌイの赤

軍部隊の反乱を，そのスローガンは「中央に反対!Jであったと述べ34)，そ

こに入植民の社会に根ざした反乱の地方的性格をみたので、ある。

1920年 11月にナノレイン地方をとらえた赤軍部隊の反乱も， このようなセ
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ミレーチエの入植農民から成る赤軍部隊の性格によるものと思われる。 11月

5日にアトヮパシの第五国境連隊から反乱がはじまり， 叛乱兵土は7日にナ

ルイン市と同地方を制圧した。叛徒は，さらにトクマク， ピシュベグ方面へ

進軍したが，敗退し 19日に中国領へ潰走した。反乱のなかで， ソヴェト機

構が廃止され，郷村制とゼムストヴォ参事会の復活，商業の自由が宣言され

た。ナルインの共産党メンバーは逮捕され，党委員会議長のムサパーエフ

X. Myca6aeB，郡政治ビューロー長オロズパーエフ C.Opo36aeBらムスリム

共産主義者は殺されている。そして，農民には共産主義者と闘うことが呼び

かけられたのである35)。この二週間に及ぶ赤軍部隊の反乱のなかに，セミレ

ーチエ外|で実施された穀物の国家独占と割当徴発に反発し，ムスリム原住民

に敵対的な農民の雰囲気の反響，そして赤軍兵士への感染を読みとることが

できる36)。

内戦へのセミレーチエ州の突入のなかで，入植農民は自らの農民草命を実

現しつつ， ソヴェト権力と共産党に対しても，農民反乱，農民部隊の行動，

さらに赤軍兵士の反乱を通して，彼ら入植農民の自立(律)性を発現させた

のである。彼らのこの自立(律)性は，農民世界への外部，とりわけムスリ

ム世界からの脅威， ソヴェト権力と党の上から，中央からの政治的圧力に受

動的に反応するなかで，植民地の彼らの様々な行動のなかに，自らの跡を刻

印したのである。

注

1) 18年春のトノレケスタン地方第5回ソヴェト大会で，多くの農民無党派代議員は，支持

政党をかえ揺れ動いている。 rr.rr. HHKH山 OB，113 HCTOpHH KpaXa"'， C. 76. 18年
秋の第一回セミレーチエ州ソヴェト大会でも，農民代議員の政治的流動性は顕著であ

る。 TaM)Ke， 114-5. 

2) <<BeJIllKa耳 OKTH6pbCKaHCO~. peB・日 rpa)K江日HCKa兄 BO誼HaB KHprH3HH (1917-

1920 rr.>>地 130，c. 129-130; <<CoBeTcKoe cTpOHTeJIbCTBO B ayJIax H ceJIax 

CeMHpe可bH>>， NQ 2， c. 33. 

3) r. CaやapOB，KOJIOHHaJIbHaH peBOJIIO~HH. C. 90; l1cTopHH KHprH3HH， T. II. 
φpyH3e， 1956， c. 78-80;口.日.HHKHlllOB， 113 HCTOpHH KpaXa...， C. 125-133: 

<<BeJIHKaH OKTH6pbCKaH CO日・ peB.H rpa>K.n:aHcKa兄 BO誼HaB KHprH3HH (1917-

1920 rr札 c.19-20; NQ 174， c. 162-3. 
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4) T. P. PbICKYJIOB， 1136paHHble TPY瓦bI，AJIMa-ATa， 1984， C. 14; rr. rr. HllKll凹OB，
113 llCTOpllIl KpaXa..'， C. 120; <<BeJIIlKa5l OKT5l6pbCKa5l COU，・ peB.Il rpa)!{瓦aHCKa耳

BO畳間 BKllprIl311Il (1917-1920 rr机 c.19，瓦OK.NQ 90， c. 94， NQ 126， c. 124-5. 

5) O'-lepKIl IlCTOpllll KOMMYHIlCTI刊 eCKO負 napTIlIlKa3axcTaHa. AJIMa-ATa， 1963， 

c. 184， 190-191; <<COQllaJIllCTIl'-leC!{Oe cTpOllTeJIbCTBO B Ka3axcTaHe B BOCCTa-

HOBIlTeJIbHbl負nepIlO瓦(1921-1925rr.)))， c6.瓦OK.Il MaT.， AJIMa-ATa， 1962，ぬ 30，

c. 71， npIlM. 23. 

6)反乱指導者の一人ブラゴダレンコは，共産党との合同を支持せず，ピシュベク郡ソヴ

ヱト執行委員会から追放されていた。 A.H. 30pIlH， PeBOJI!OQllOHHOe江BIliKeHlle

KIlprIl3耳目 (CeBepHa5l可aCTb)，C. 31.郡ソヴェト執行委員会の副議長アガフォンツ

ぇフ AraφOHQOBをはじめとする左派エス・エノレもこの反乱に加っていた。 rr.rr. 
HIlKIlIIIOB， 113 IlCTOpllIl KpaXa・"， c. 126. 

7) A. 30PIlH， 3nIl3o瓦bIIl3 IlCTOpIlIl rpaij{瓦aHCKO負BO員HbIB KIlprn3Illl， <<Eopb6a 

KJIaCCOB))， 1936，減免 c.46. タラス川流域のドミトリエフカ村を中心とする反乱で

も，司祭フィグェイスキー φIlB巴註CKll誼が指導者として現れていることに注目された

い。 <<BeJIIlKa51 OKT516pbCKa5l COQ. peB. Il rpaiK)(aHCKa5l BO誼r-raB KIlprIl3IlIl 

(1917-1920 rr.)>>， npIlM. 30， c. 373. 

8) rr. H. HIlKll凹 OB，113 IlCTOpIlIl KpaXa...， C. 100-102. 
9) TaM iKe， c. 155-7. 

10) <<BeJIIlKa5l OKT516pbCKa51 cOQ. peB. Il rpaiK瓦ar-rCI{a5lBO誼r-raB KHprn3IlIl (1917ー

1920 rr.))) j¥fQ 224， c. 202-3. 

11) TaM iKe， jも233，c. 208-209;地 237，c. 211-3. 

12) TaM iKe，地 246，c. 219. 

13) TaM iKe， NQ 245， c. 218. 

14) TaM iKe， C. 21. NQ 251， c. 222-3， npIlM.， 45.， NQ 257， c. 227， c. 289-290: l1CTOpIl51 

KIlprIl3耳目， T. II， c. 87. 

15) C. H.口OKpOBCKIl誼， 4epKaCCKalI 06opoHa. <<BOnpOcbI IlCTOpIlII>>， 1947， NQ 11， 

c. 31， c. 35-6. 

16) TaM iKe， C. 43. 

17) TaM iKe， C. 47. カザフスタンの革命史研究の大家ポクロフスキーは，ここに， r政
治的未熟性」を読みとるのであるが， r軍使への訓令」にi戦う入植農民の世界観を読
みとり，評価することも必要であろう。

18) r. CaφapOB， KOJIor-rllaJIbHa51 peBOJI!OQll5l…， c. 103; A. 30PllH， 3nIl3o瓦bI・ 113
IlCTOpIlIl rpaiK瓦aHCKO負BOHHbIB KllprIl3耳目.<<Eopb6a KJIaCCOB九 1939， NQ 9， C. 

49-55. 

19) 拙稿「中央アジアに於けるムスリム蜂起と革命ーセミレーチエ地方を中心に (1916~

1917年トJ100頁，注41)，43)， 104頁，参照。
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20) 19年 4月にコノレチャークの参謀本部に送られた秘密報告では，セミレーチエ戦線につ

いて， I赤軍の主要な部分はトノレケスタンの狙撃兵であり， これは戦闘に慣れ，規律

ある老成の兵士である。彼らは農民の出である」と指摘している。 <<BeJJHKallOKTll-

6pbCKall COIJ;. peB・ Hrpalf日 aHCKallBOHHa B KlIPrH31111 (1917-1920 rr.)>>， NQ 215， 
c. 195.セミレーチエ州では内戦期に，赤軍のなかに原住ムスリムの部隊もいくつか

編成されたが，赤軍部隊は基本的に移民=入植者から成っていた。トノレケスタンとシ

ベリアの「異族人Jにロシア人と同じ兵役義務が布告されるのは，内戦も終る 1920

年 5月 10日のことである。且eKpeTbrCOBeTcKo誼BJJaCTlI，T・8，M.， 1976， c. 175-6. 

この兵役には，現在のソ連の文献がのべているようにムスリム住民がすすんで応じた

のではなく，彼らムスリム新兵の殆んどは脱走し，パスマチにさえ加ったのである。

C. MypaBe員CKH首， OqepKH rro HCTOpUU peBOJJ即日目OHHoro，n:BUiKeHHll B Cpe-

且He首 A3UH. TalllKeHT， 1926， c. 35. 

21) M. B.φpyH3e， 1136paHHbre rrpo1l3Be江eHHll.T.~I， M.， 1957， c. 328， 

22) f. Ca中apOB，KOJJOHHaJJbHa51 peBOJJIOIJ;ull"'， C. 117. 

23) M. B.φpyH3e， 1136paHHbre rrpo1l3Be，n:eHJfll. T. 1， c. 326. 

24) I1CTOpH5I KlIprH3HlI. T. II，φpyyH3e， 1956， c. 103-4; <<BeJJlIKa51 OKT1l6pbCKa51 

COJJ:. peB. H rpa}叫 aHCKa51BO首HaB KUpr1l311H (1917-1920 rr以 NQ354， c. 322. 

25) C. H. I1oKpOBCKlI首， BeJJHKa51 OKT5I6pbCKa宜 COJJ:.peB. 1I rpaiK瓦aHCKa51BO誼HaB 

CeMHpe可be.<<BorrpocbI HCTOpHH>>， 1947， NQ 4， c. 77-78. 

26) 19年に戦線を飛行機で突破してセミレーチエへ共産主義者シャヴローフ lllaBpoBA. 

A.が到着した。到着して 4日後に，教会で、関かれた 5千人のセミレーチエ赤軍兵士の

集会で， 1，皮は糾弾され殺された。中央から任命された戦線司令官として，彼は今後，

司令部の選挙告1]を許さないと表明したためであった。 f.CaltapoB， KOJJOHlIaJJbHa51 

peBOJJIOJJ:H5I"'， C. 107. 11J(がセミレーチエ北部戦線のコパJレに到着したのは 19年 6月

3日で，ただちに軍政治コミッサ-)レとして，中央ロシアの赤軍にならった軍の編成

にとりかかっていた。<<I1HocTpaHI-la51BoeHHa百 HHTepBeHJJ:H耳目 rpaiK，n:aHCKall 

BO白HaB Cpe且He誼A3HHH Ka3axcTaHe.>>， T. 1， AJJMa-ATa， 1963， NQ 448， c. 566; 
N2 452， c. 570 

27) M. B.φpyH3e， 1136paHHbre rrpoH3Be，n:eHlI5I. T. 1， c. 325. この地方の出身で， 反

乱鎖庄を指揮したフルンゼ、は， I自分の村の近〈に駐屯する特権Jをもち， Iどこであ

れ，自分の故郷から去るのを望まなL、jセミレーチエ赤軍兵士の気質を反乱の「土

壌j とLて， ~m <意識していた。 TaMiKe， C. 328. 

28) f. CaltapoB， KOJJOHHaJJbHa51 p巴BOJJIOJJ:在日…， c.117. 男IJの史料は，反乱兵士は「軍

からの反章命将校の迫力主J，住民の武装化，銃殺の廃止を要求したと指摘している。

<<BeJJHKall OKT5I6pbCKa51 COJJ:. peB. H rpall<且aHCKallBO員HaB KHprH3HH (1917-

1920 rr.)>>， NQ 354， c. 322. 

29) TaM lf<e， NQ 360， c. 327. 
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30) TaM )Ke， N'2 355， c. 324. 

31) TaM )ja， 20年春から初夏にかけて，ロシア人と原住民の対立が鋭化していることを

別の資料も裏づけている。 TaM)Ke， NQ 313， c. 283-4;ぬ 339，c. 306. 

32) M. B.φpyH3巴， 1136paHHble rrpoH3Be瓦eHH耳.T. 1.， c. 325. 

33) TaM )Ke. 

34) f. CaやapOB，KOJIOHHaJIbHalI peBOJIIO~HlI， C. 117. 

35) A. H. 30PllH， PeBOJIIO~HOHHoe 瓦BH)jæHHe KlIprH3HH， C. 38-39; <<BeJIHKalI 

OKT1I6pbCKalI CO~. peB. H rpa)j{，l(aHCKalI BO首HaB KlIpr即日目 (1917-1920rr机 NQ

396， c. 359; NQ 397， c. 360; J¥も402，c. 363-4 

36) ナノレイン地方は行政的にはプJレジェヴァリスク部に属するが，政治的にはピシュペ

ク， トクマクから影響を受けていた。 20年夏以降，プノレジヱヴァリスク郡では帰還し

た5万人のキノレギス難民への土地分与に直面していた。 TaM)Ke， J池 373，c. 340-341. 

また， トクマク地方では7月末の第三回共産党大会で，この地方の入植農民に対して

「反クラーク」的政治姿勢が強く示されていた。 TaM)Ke，地 370，c. 336-7.さらに，

穀物割当徴発の実施はピシュベク地方を中心に緊迫した状況を生んでいた。 TaM)Ke， 

Jも372，C， 338; NQ 374， c. 341-2; NQ 380， c. 347-8; NQ 386， c. 352. 夏から秋に

かけてのセミレーチエ南部のこのような複合的状況が，ナノレイン地方の赤軍部隊の反

乱の背景となったといえよう。

V.土地改革

植民主義を批判し， 1916年ムスリム蜂起以降，革命と内戦のなかでも継続

した入植民による土地占拠を終わらせるための土地改革は， 1919年末から翌

20年夏に，トルケスタン共和国で提起されることになった。中央の全露ソヴ

ェト中央執行委員会と党中央委員会から派遣されたトルケスタン委員会と，

T.ルイスグロフらムスリム・コミュニストの積極的活動のなかで1)，植民地

に於る新しい土地改革の方針が確定していくのである。

すでに， 19年 12月にトノレケスタン委員会と共産党トルケスタン地方委員

会は，セミレーチエリ十!の事態を審議し，土地問題に於ける植民主義の一掃を

確認している2)。翌 20年 1月に相ついで聞かれたトルケスタンの第三回共産

党ムスリム組織協議会，第五回共産党協議会で，ルイスクロフらは党と共和

国を「トルコ諸族共産党J["トルコ共和国」へ改編する決議を通過させた。

これは中央アジアのトルコ諸族の統合と，その政治的イニシアチヴの実現を

目指す政治的行動であったが，そこでは飢餓にあえぐ原住ムスリムを救済
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L，植民主義と闘争することが当面の第ーの課題とされたのである3)。

トルケスタン・ソヴェト中央執行委員会議長という要職にあるルイスクロ

フらの党と共和国の改編を目指す政治方針は， 20年2月以降，トルケスタン

委員会からの強い反撃にあい，撤回を余儀なくされていくが，植民主義との

闘争方針は，共和国農業人民委員アスフェンディアロフc.且.AcφeH，ZI.IIapOB 

に継承され具体的措置がとられていくことになる4) 3月4日に，アスフェン

ディアロフら 5人から成る委員会の報告をうけ，共和国ソヴェト中央執行委

員会は「勤労ムスリム農民への土地返却に関する」布告を出した。この布告

は，移民に勤労基準に基づく土地利用は認めつつ，非勤労経営からは土地を

没収し， 1916年ムスリム蜂起後に移民の手に渡った土地はキルギス人へ返却

すると述べていた5¥6月26日には，共和国農業人民委員部は共和国ソヴェ

ト中央執行委員会へ宛て通達を発している この通達はセミレーチエ州への

移民入植が， トルケスタンの植民問題の元凶をなし，当州の土地問題は解決

困難な状況にあると指摘し，次のように移民を厳しく閉ざす方針を伝えたの

である。 r現時局において， トルケスタンの領域へのどのような移住入植も

不可能で、あり，移民は地方のソヴェト権力から怒、ままに，何らかの援助を期

待することはできない。逆に，必要とあれば， トルケスタンからの強制追放

もありうるJ6)

ルイスクロフら A スリム・コミュニストのトルコ諾族を統合し，ロシアか

ら白立したトルコ諸族の共和国と党を創出しようとする動きは， 6月29日の

党中央委員会の「トルケスタンに於る共産党(ボ)の基本的諸課題に関する」

決定によって，最終的な敗北を蒙る7穴)に。

針は， この 6月29日の決定のなかで確認され， 次のような具体的指示とな

って現れた。

r a) 移民局により設計区画された，あるいは移民により不法に没収され

たキルギス人の土地は，勤労分与地の範囲内で移民のもとに残L，他は全

て没収する。没収された土地は，キルギス人集落，アルテリ i個々人への

土地分与のためと， 1916年の惨禍を蒙ったキルギス，ドゥンガン難民の設

営のためのフォンドとされる。農耕を行う原住民の経営への土地分与は，
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ロシア農民との平等の原則のうえでなされる。牧民の経営には，遊牧路の

みならず，定住農耕への移行を保障する畑地も確保されねばならない。こ

の移行に際して，国家からの資金，農業技術の援助などがなされねばなら

ない。

b) 土地なしのムスリム農民に土地を保障する。

c) クラークの全組織を粉砕い彼らを武装解除し，彼らの指導のみなら

ず，地方の権力組織化と経済再建へ影響力を与えるいかなる可能性も奪い

とるために，再移住を広範に実施し，断固たる措置をとる。J8) 

6月29日決定のこの土地改革に関する指示をうけて， 翌 21年春までに，

トルケスタン共和国でも，キノレギス(現カザフ)共和国でも，党とソヴェト

のレヴェノレで、植民主義の一掃を目指す土地改革の方針が確定していった9)。

この土地改革の方針は 21年 3月の第 10回共産党大会でも論議され，確認

されることになる。大会で民族問題の基調報告を行ったスターリンに対し

て，副報告者の r.サファーロフはトルケスタ γ， とりわけセミレーチエの

植民問題に言及L，スターリンの提出した決議案にいくつかFの修正を求め

た。この修正要求は，専ら遊牧民に係わり，民族問題に一般化できないと，

スターリンはっき放したが，スターリンのテーゼを原案にして採択された大

会決議では，植民地のソヴェト権力とその土地政策を厳しく批判した見解が

取り入れられたのである10)。民族問題に関する大会決議では， トルコ系 3000

万の住民のうち，定住民を除くカザ、フ，キルギス，パシキール，チェチェン

など 1000万の遊牧民に対L， ロシアからの植民で士地を奪われ， 死滅に向

っている彼らの現状が指摘され，植民者グラークから士地を収用 L，遊牧民

に必要な土地を確保することが必要であると確認したのである 11)。

中央と地方での土地改草へのこのような大きなうねりに連動して，セミレ

ーチエ州でも改革実現に向けての準備がとられていった。 20年 11月10日

に，共産党トルケスタン・ピュローは当州の党組織強化と土地改革準備のた

め，党とソヴェトの責任ある活動家を派遣すると決定し， 12月初めに，レパ

A.刀erraをはじめとする一団が送られた。レパは外!党委員会の「責任書記
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OTBeTCTBeHHbI訪問KpeTapbJ に就き，党・ソヴェト機構の「健全化J，原住民

共産主義者の抜擢登用，土地改革の準備にとりかかった12)。すでに前年の 12

月15日に， 州党組織の解散と党員の再登録が命じられていたが， これは植

民主義に汚染された党組織を再建し， 1ロシア人移民のあらゆる植民主義的

欲望を完全に根だやしすることで民族的敵対を調整し， クラークの経済力を

弱めること」を目指すものであった13)。 この粛党により， トルケスタンの中

枢タシケント=スィルダリア地方に次く、、党組織を誇った当州も， 20年末には

党組織を 17，912人から一挙に 3，880人(内党員候補2，662人)へと激減させた

のである 14)。さらに，土地改革へのロシア人クラークの抵抗を予想警戒して，

州，郡，郷村のソヴェトは，非常権限をもっ革命委員会の地位を与えられ

た向。州革命委員会議長には，若きジャンドソフ Y.K.且JKaH江OCOBが就

き，チ1'1党委員会書記レパと共に，土地改革へ向けての体制をつくったのであ

る16)。

植民地セミレーチエの土地改革は，このような準備過程をへて， 21年2月

4日の州革命委員会の「土地=水利改革の実施に関する指令」によって始っ

た。この指令は， 1916-20年に不法に奪取された土地を， 1921年春の農作業

の始まりをもって原住ムスリム住民に返還すことを命じた。さらに， 11916-

18年のキルギス人冬営地の大規模な破壊」を考慮し，土地占拠者の全ての建

物と播種地を没収し，遊牧路になされた大きな障害は取り除き，キルギス人

の冬，夏，秋の牧地に定住非キルギス人が春に家畜を放つことを禁止した。

そして，この指令は， 11916-21年に不法占拠者 CaMOBOJIbUbIを出した開拓

村，コサック兵村，都市は，彼らを逆に引き受け， 1915年以前に開拓村に割

り当てられた土地に入植営農させること」を義務づけた。農民は，開拓村，

コサック兵村へ引き戻されたが，土地を占拠した都市住民には， 1915年以前

に雇用労働を用いないで農業に従事していた者にのみ土地への権利が認めら

れた17)。

続けて，州革命委員会は2月12日に，貧窮する原住ムスリムに， 1916年

以降占拠された土地の返却に関する法を出したが，この法で，原住民の土地

の侵害・奪取の主体である「不法占拠者 CaMOBOJI凶日」は， 二つに分別され
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ていた。即ち， 自らの分与地をもちながら「クラーグ志向」のため原住民の

土地を占拠したものと，自らの分与地をもたず、に不法占拠に至ったものを区

別し，前者は無条件に占拠地から追放となるが，後者は家財，農具・施設を

持って，不法入植する前の村へ返戻されることになった。さらに，この法は，

戻って来たカザス人にも追放されるロシア農民へも行政的配慮をはたらかす

ことを地方ソヴェトに求めていた18) 4月25日には州党委員会が，原住のカ

ザフ，キルギスの作男ヘロシア人村落の勤労規準に応じて土地を分与する具

体的指示を与えた。この決定では，彼ら作男の耕作に入植農民クラークと原

住民豪族パイの参加を強いつつ，彼らに建物，農具，種子 1十分なだけの播

種地Jを確保するため「あらゆる努力を傾けねばならない」と結んでいた19)。

2月4日の土地改革の基本方針を述べた指令に続いて， 植民地セミレーチエ

の各住民グループに係る個別的措置と具体的配慮が指示されたのである。

1921年春にこのようにして着手された植民地セミレーチエ州の土地改革

は， 2年にかけて 22年夏に終了する。この土地改革のなかで，入植農民の非

勤労経営が一掃され，勤労規準を越え余剰と判断された分与地は移民=入植

者から収用され，原住民の土地と水の利用を侵害する土地・建物は除去され

た。 1921-22年の両年で，移民から直接収用された土地は，セミレーチエ州

で226，843d.で、20)，この収用過程で，不法入植村落の一掃がはかられた21)。こ

の移民から直接収用された 22万d.余の土地に， 旧移民局の管理下にあった

土地，コサック軍将校用地，修道院所有地を加えて，当州の土地改革フォン

ド1，039，771d.が形成された22)o この土地フォンドから，1921年に 85万6，862

d.の再分配が行れたが，その 80.2%が遊牧民の， 16.8%がタランチ，ドゥン

ガンのムスリム農民の用益下に入った。土地改革で被害をうけたロシア農民

へ分配された土地は，その 2.3%にすぎなかった。 1922年の土地フォンド

18万2，909d.は全て原住民の用益下に移された23)。 この土地改革のなかで，

1916年ムスリム蜂起で中国に逃れ，再び帰郷したムスリム難民への土地割当

ても行われた24)。

このように， 1921~22 年のセミレーチエ州の土地改革は， 22万d.余の土

地を直接，入植民から収用し，この土地を含めて 104万d.の土地フォンドを
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っくり，そこから専ら，ムスリム牧民と農民へ土地を返還，再分配するもの

であった。この土地改革は，帝政ロシアの辺境ステップ地域をとらえた反植

民主義の土地改革の一還を，それも最大規模を誇る一つであったがお)，植民

地セミレーチエ州の植民史のなかで，この改革を位置づけると，その意義は

いささか色裡せることになる。当州では， 1916年のムスリム蜂起の前に，既

に55万d.の優良地 7万d.の草刈場， 200万d.の遊牧地が，原住牧民から

収用されていた26)。この 1921-22年の改革で，入植者から直接収用された

22万d.の土地は，帝政ロシアの植民の規模=実態からみると僅かであり，

しかも土地改革が， 1916年ムスリム蜂起以降の不法な土地奪取の一掃に主眼

がおかれていたこともあって，帝政時代の土地収用と植民の訂正にまで及ぶ

べくもなかったのである。

第二に，この土地改革が揺種カンパニアと同時に進行したことも注目しな

ければならない。内戦から解放され，経済復興，農業増産を求めるネップ時

代の播種カンパニアは，不法入植し土地を占拠した農民に，彼らの勤労権を

認めつつ，播種とその成果の取入れを保障したが27)，これは彼ら農民に土地

用益の事実上の存続を容認することになった。ロシア人入植者が土地改革の

なかで貧窮した原住民に対して示した，耕転，播種の援助行為もお)，彼ら農

民の投下労働への保障と土地占拠の継続志向を強めたで、あろう。内戦の場と

なり，経済的荒廃の淵にたたされたレプシシスク郡では， 22年3月に郡責任

活動家会議が， 土地問題と播種カンパニアの問題を審議し["土地を自らの

手で直接耕す農夫は，……土地を制限されてはならない」と決定し，できる

だけ多くの土地に播種することが呼びかけられた29)。播種カ γパニアは，ネ

ップの下で、農民の土地への関心を高め，勤労権を強め，農民革命の成果を強

固にするものであったが，セミレーチエをはじめとする植民地では，耕転・

播種した農民の土地用益の継続を促し，不法占拠地の原住民への返却を暖昧

にし，土地改革の成果を減殺する方向に作用した30)。

第三に，外商問、らの移民流入を禁止しつつ改革を実施するという，植民地

の党とソヴェトの方針も刊，中央政府が皐越と，それに続く飢鰻によって生

じた飢餓移民の受入を，辺境植民地に強く求めることによって32)，実質的に
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効力を失った。飢僅に襲われたヴォルガ流域，カザフスタン北部カミら， 21年

に 22万人の飢えた人々がトノレケスタン地方に押し寄せたのである。 トルケ

スタン共和国政府は最初，国境を閉鎖し，飢餓難民の流入を阻止Lょうとし

たが，これを押Lとどめることが出来ず，難民 23，000人を公共事業に就労さ

せる計画に転換した。だが，この計画も資金難にぶつかり，結局，押し寄せ

る難民は農民経営のなかに吸収されることになったのである33)。 ロシアを襲

う飢鐘が，農民を移民として押し出し，それが辺境の入植地での土地問題を

鋭化させるという歴史的現象は， トルケスタンでも繰り返されてきたが，今

回の飢僅と飢餓難民の流入も，土地改革の実現条件の一つである移民流入の

阻止を大きく揺り動かし，土地改革の実施にブレーキをかける方向に作用し

たのである。

最後に，この土地改革が「突撃的 YJJ.apl弘前」に遂行されたことに注目しな

ければならない。土地改革の開始を告げる， 21年2月4日の州革命委員会の

指令は，改革にともなう土地整理を「突撃的Jに行うことを求めていた34)。

だが，この「突撃的」実施は，経済的混乱と困難を新たにもたらすことにな

った。州土地部の通報は， 21年 5月VC，4月期の土地改革の実施状況にふ

れ r大急ぎで， 明確なプランを欠き，定った体制もなく」畑地の分与，役

畜・農具の分配がなされ，それも僅かであり，従って，不法占拠者も，新し

い原住民入植者も「まだ全く惨憎たる状態にあるJと確認せざるを得なかっ

たのである35)。土地を与えられ，移り住んだ貧窮する原住民には，十分な経

営力がなく，土地を放棄するか，パイラマナープなど有力豪族の庇護下に入

り，他方，追放された入植民は，十分な援助もえれず，営農の安定を奪われ

た。これらの結果は，播種地の一時的減少ともなったお)0 22年 12月7日に，

トルケスタン共産党中央委員会は，当州の党組織に「州の士地改革は，その

突撃的な土地再分配の部分は終了した。しかし，我々が土地改革の結果の経

済的強化と呼ぶ部分は未だ完了していない」と確認・指摘せざるをえなかっ

た37)0 突撃的」性格の土地改卒は，辺境植民地に確かに「一撃 YJJ.apJを与

えたとはいえ，経済果成果に直接結びつかなかったのである。

以上の諸点を考慮すると，植民地にセミレーチエでの土地改革は，中央ア
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ジアで最大規模の一つであったとはいえ，その経済的成果は限られたもので

あったと言わさやるを得ない。しかし， この土地改革が植民地社会に与えた社

会的衝撃は甚大で，入植農民の反動，原住ムスリムの活性化と部族的結集を

促しお)，政治指導の揺れ戻しと党内闘争の醸成をきたすことになった。

植民主義への批判として始った土地改革は，入植農民の反動を引き起こさ

ざるを得なかった。 州革命委員会議長のジャンドソフは， 21年4月15日付

の電文で，入植農民による土地，建物，農具の引渡しへの様々な抵抗があっ

たことを伝えている39)。彼は，このような入植農民の反動のなかで， 5月19

日に各郡の革命委員会へ，土地をえたキルギス人と共に追放された不法入植

者の経営安定が，当面の緊急重要課題であると指示したのである40) 6月11

日には， トルケスタン委員会議長ルズタークらによって，セミレーチエ住民

へ「呼びかけ」が発せられている O このなかで，土地改革の意義は確認され

つつ， 同時に，改革は「あらかた終った」とされ全ての誠実なロシア人

勤労者」へ土地を確保し，入植村落の徹去と移転は最小限にとどめると表明

され，入植農民の安堵がはかられたのである 41)。入植農民の改革への抵抗と

反動は，夏から秋の農作業期に一層，強まり，彼らは「自分の」土地と農具

の実力による奪還，テロルも辞さなかった42)。緊迫した状況が生れるなかで，

共産党中央委員会はホッジヤノフc.Xo江)i¥aHOBを議長とする入植民追放委

員会のセミレーチエからの召還を決定し，共和国農業人民委員アスフェンデ

ィアロフ，セミレーチエチト|革命委員会議長ジャンドソフの責任を問うことを

確認した。そして， 10月14日には次のように決定指示したのである。

「今後，土地改革は原住民と外来住民，両クソレープの土地用益と水利の同

権，原住民の土地への不法占拠を一掃することを日的として，原住民と外

来住民の土地整理を通じて行れねばならない。その際，第一に旧開村へ移

された不法占拠者と，奪われた土地を戻され新しく移り住んだ原住民の経

営を安定させねばならない。J43) 

反植民主義への傾斜をもって始った土地改革の第一段階から，原住民と外

来入植者の利害調整を強調する第二段階へ移ったのである。これは， 21年

夏一秋の入植農民の土地改革への反動のなかでの，政治的揺れ戻しであった
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が，この揺れ戻しが，さらに加勢するのを止め，植民地に於ける土地改革の

正当性を確認するために，党中央委員会は22年 1月11日に，回章「トルケ

スタン共産党へ」を出さざるをえなかった。この回章は，少数派のロシア人

が iW支配民族』の恥ずべき特権」をすて，共産党が「クラーク植民社会の

影響」から浄化されることを求めつつ，次のようにセミレーチエの土地改革

を支持した。

「トルケスタンに於ける新経済政策の実施は， ソヴェト権力の土地政策の

再検討，例えば，キルギス住民に彼らの奪われた土地を返却したセミレー

チエの土地改革の再検討に至るにちがいないと考えている同志たちの結論

は，深い誤りであり，全く皮相である。これらの結論は，新しい旗を掲げ

た旧い植民主義であり， ソヴェト権力がクラーク農場主の債務奴隷ヘキル

ギス人を戻す準備をしていると，全く誤解している。ロシア共産党中央委

員会は，早急な実施にあたり個々の誤りと子違いがありえたとはいえ，セ

ミレーチエの土地改卒を正しいものと認め，過去へのどのような復帰も許

さず， トノレケスタシにロシアのアルスターを，即ち『中央』の支持を期待

する民族少数派の植民主義的フロンドをつくる試みに全く容赦ない打撃を

与える。J44) 

セミレーチエの土地改革は，このようにして，第一期の反植民主義の積極

的推進の局面から，第二期のそれへの反動，さらに，この反動に対する土地

改革の再確認の第三期を経て， 1922年夏に，その終了が宣言された。 22年

8月31日に，全露ソヴェト中央執行委員会は，議長カリーニンと幹部会員ル

ズタークの署名を付してセミレーチエ州の住民へ」と題するアピーノレを

発し，土地改革の終了を宣言した。このアピールは，ロシア農民が「去年と

今年の土地改革の不公正さJを一連の嘆願書で訴え，原住キルギス人は「ロ

シア農民による土地と農具の新たな不法占拠の企て」を非難していると指摘

し，ロシア軍の支援をえて土地改革が中止となるとか，セミレーチエからロ

シア人全てが追放されるとかの「全く馬鹿げた噂」が飛び交ったと伝え，土

地改革によって植民社会に引きおこされたロシア人と原住キルギス人の「非
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常に不正常な関係j，緊迫した事態が生れたことを指摘した。そして， アピ

ールは土地改革の結果は全く変更されることなく，没収資産の返却，追放さ

れた土地への復帰・再入植もないと述べ，土地改革の終了を宣言したのであ

る。さらに，今後は入植地からの追放も行れず，土地整理は土地用益の強化

と経営改善を目指し現存勤労経営の土地用益を切り取ること」は決して

ないと表明されたのである 45)。植民地セミレーチエの土地改革は，聞き放た

れたパンドラの箱を再び閉すかのように，政治的にその終了が宣言されたの

である。 22年 8月から翌年春までに「勤労土地用益法」と「土地法典」が中

央アジアのキルギス(現カザフ)， トルケスタン両共和国でも採択され，その

ー州であるセミレーチエへも適用されることになった46)。政治的に終結を宣

告された土地改革は，法的整備を経て最終的に幕を閉じたのである。これに

よって， ロシア農民革命の理念，即ち勤労土地用益を辺境植民地でも民族の

差別なく実現することを法的に確認したので、あり，反植民主義のトーンは落

ち，移民制限条項にその残影をとどめるものとなった。

土地改革の開始，揺れ戻し，政治的終了へと進む過程で，セミレーチエ州、|

をはじめ中央アジアの共産党組織のなかで，党内闘争が醸成されることにな

った。中央から派遣され植民主義を批判する「中央派 ueHTpOi3IlKIljへの抵

抗は， 既に 1920年に現れ， 地方の党とソヴェトの「自己規制」を促してい

た。土地改革実施のなかでは，セミレーチエの党組織に，入植農民の追放に

反対し，土地改革が階級的方針によってではなく，民族的方針で行れている

との非難が現れた47)0 22年 1月11日の党中央委員会の回章「トルケスタン

共産党へ」は，土地改革への反動のなかでその正当性を確認するとともに，

「民族的隔離の諸傾向j，I党活動を破壊する争論や分派闘争」に警告を発L，

その根絶と「全党員の協調一致した活動」を求めたのである48)。同年 3月に

開かれた第2回州党協議会は，党組織が「一体 e，ll.HHOeueJIOej を成してし、

ないと確認せざるをえなかった49¥12月7日には， トルケスタン共産党中央

委員会はジェトゥイス(旧称セミレーチエ)の党組織へ宛てた書簡のなかで，

土地改革のなかで党内闘争が激化したことを確認し，次のように厳しく批判

した。
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「中央委員会は遺憾ながら，ジェトゥイスの党とソヴェトの上層部が，分

派闘争，権力争い，部族的反日に夢中となり，まさにそのことにより，人

民大衆が革命的高揚のなかで土地改革の第二段階，経済的安定の強化を成

功裡に完了する好機を逸してしまったと確認せざるをえない。j50) 

中央アジアの土地改革をめぐり醸成されたこのような党内闘争は，キルギ

ス(現カザフ)共和国でも町， トルケスタン共和国でも鋭いかたちをとった。

トルケスタンでは，ネップの推進を主張し，入植農民の営農安定と農業の再

建・増産を唱えるトムスキ-M.φ.TOMCKH白と，植民地での民族政策の厳

格な実施を求めるサファ一戸フの政治的対立となった52)。セミレーチエで、

は，ネップへの移行は民族政策と土地政策の放棄であると主張する「左派警

戒論者況BhlerraHHKephljが登場したのである53)。セミレーチェ分!の土地改

革は，植民社会の対立を際立たせ，党内対立と闘争を醸成し突撃的」な

反植民主義から，土地整理を通じての脱植民化の道へ転轍し，政治的な終結

を宣告されたのである。

ム主

1) トノレケスタン委員会とノレィスタロフの活動に関しては，木村氏の論文がある。木村英

亮「ソヴェト中央アジアにおける社会主義と民族主義一トノレケスタン委員会とノレイス

クロフj11史潮』新五号 1979年。

2) <<CorUIaJIIICTll可eCKoe cTpOllTeJIbCTBO B Ka3axcTaHe B BOCCTaHOBHTeJIbHbI詰

rrepllO瓦>>， N2 192， rrpllM. 17. c. 280. 

3)ノレィスクロフはセミレーチエに隣接するスイノレ・ダリア州の，やはり植民が進められ

ていたアウリエ・アタ， チェノレニャエヴォ丙郡の問題委員会(トノレケスタン・ソヴェ

ト中央執行委員会付属)の議長を務め， 19年秋から，植民主義批判の鋭い論説を展開

していた。 T.PbICKYJIOB， I136paHHble TPY，l(bI. AJIMa-ATa， 1984， C. 60， 69-70. )レ

イスクロフはトノレケスタンの第三回党ムスリム組織協議会でも，ソヴェト権力のと

るべき政策は，第一に飢餓と植民主義に対する闘争であると主張している。 A.A. 

fop瓦HeHKO，06pa3oBaHHe TYPKecTaHcKo鼠ACCP，M.， 1969， c. 281. 

4) トルケスタン委員会メンバーのフ Jレンゼが2月22日にタジケントへ到着ーしてレイ

スクロフへの反撃が始まるが，翌23日の共産党トノレケスタン地方委員会の会議で，

土地問題が審議され， トノレケスタン委員会のゴロジチョーキンの提案で，アスフェン

ディアロフら 5人から成る委員会が，土地問題に関する規定の作成のために選出され
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ている。 <<CO~HaRHCTHqeCKOe rrepeycTpoHCTBO CeRbCKOrO X03H員CTBaB Y36e-

KCTaHe>>， N2 51， c. 106. 

5) TaM )Ke， NQ 52， c. 106ー7.

6) TaM )Ke， N2 54， c. 109-110. 

7) B. 11. JIeHHH， ITCC. 5-e H3瓦・ T.41， c. 153， 433-6; rrpHM. 172， c. 545. 6月29

日の決定のあと， }レイスクロフ派が多数を占めていたトノレケスタン地方共産党委員会

は， I党中央委員会決定の実施を阻げた」として 7月 19日に解散され，再組織され

ることになる。 A.. A. fop，n:HeHKo， 06pa3oBaHHe TypKecTaHcKo誼…， c. 289. 

8) <<Co~HaJIHCTHqeCKOe cTpoHTeRbcTBo B Ka3axcTaHe B BoccTaHoBHTeRbHbI説

rrepHO江・>>， NQ 192， rrpHM. 17， c. 280-281. 

9) M. KmιOKTH6pbCKa51 peBoR!O~HH H arpapHbI盈BorrpocB Ka3axcTaHe. <<Borr喝

pOCbI HCTOp四>>， 1947， NQ 10， C. 100; P. X. AMHHoBa， lArpapHble rrpeo6pa30-

BaHHH B Y36eKcTaHe B ro瓦bIrrepexo，n:a COBeTcKoro rocy，n:apcTBa K H3ITy. 

TalllKeHT， 1965， c. 77-79: OqepKH HCTOpHH KOMMyHHCTHqeCKO負 rrapTHH

Ka3aXCTaHa. ARMa-ATa， 1963， C. 208; <<Co~HaRHCTHqeCKOe rrepeycTpoHcTBO 

ceRbCKoro X03HIICTBO B Y36eKcTaHe (1917-1926 rrム TalllKeHT，1962，池田， C. 
111-113. 

10) 且eCHTblIICも巴3瓦 PKIT(6). CTeHorpaφHqeCKH説 oneT.M.， 1963. c. 212-3， 487 

490. 

11) f. CaゆapOB，KORoHHaRbHaH peBoR!O~HH. M.， 1921， c. 145-6. 

12) <<CoBeTcKoe CTpoHTeRbcTBo B ayRax H ceRax CeMHpe%H. 1921-1925 rr.>>， NQ 

88， c.152-3. 

13) B. IT. HHKoRaeBa， TypKKOMHCCH耳 KaK rrORHOMOqHbl誼 opraHUK PKIT (6) 

<<BorrpOCbI HCTOpHH KITCC>>， 1958， NQ 2， c. 82. 19年末から 20年にかけてのこの

粛党は， トノレケスタン地方でとりわけ植民主義の強かったタシケント第三鉄道区， フ

ェノレガナ地方，そしてセミレーチエ地方で、行れた。 <<Pe30R!O~l:lH l:l rrOCTaHOBReHHH 

Cもe3瓦OBKOMMYHHCTl:lqeCKoII rrapTl:ll:l TypKeCTaHa (1918-1924 rr.)>>， TalllKeHT， 

1968， c. 69. 

14)木村英亮「ソビエト中央アジアにおける社会主義と民族主義J21頁。

15) P. X. AMl:lHOBa， ArpapHble rrpeo6pa30BaHl:lH…， c. 84-5. 

16) 11CTOpl:lH Ka3axcKo誼 CCPC .llpeBHeIIIIIHx BpeMeH瓦oHallll:lX 江He並. T. IV， 

ARMa-ATa， 1977， c. 282. 

17) <<CoBeTcKoe cTpoHTeRbcTBo B ayRax l:l ceRax CeM略的同九時 87，c. 148-152. 

18) M. KHM， OKH6pbcKaH peBo且ぬ~HH…， c. 100-102. 

19) <<CoBeTcKoe cTpoHTeRbcTBO B ayRax l:l ceRax CeMHpeqbH>>， NQ 104， c. 163-4. 

20) セミレーチエ州の土地改革の規模は研究者によって，まちまちである。 1922年 12月

に州経済会議が作成した資料に基づくと， 1921年に一掃された非勤労経営 127，土地
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面積にして 2，379d.， 1922年にはそれぞれ， 1，341経営 12，524d.であった。また，原

住民の水利と土地利用を防げるとして， 1921年に 15ケ村， 257経営， 14，945 d.が，

1922年には 54ケ村， 2，833経営， 148，977 d.の移民村落が分散・撤去された。さらに，

入植農民から余剰地として没収されたのは， 1921年に 26，610d.， 22年に 21，408d.で

あった。 TaM)Ke， N2 141， c. 221-2.結局， 1921年に 43，934d.， 1922年に 182，909d.， 

両年合わせて 226，843d.の土地が，移民入植者から直接収用されたのである。

21)一掃された入植村落の数に関しても，史料によって異っている。 1924年 1月のト Jレケ

スタン共和国第 12回ソヴェト大会に提出された調査書は，同州でロシア人の不法入

植村落 110，フートル 51，出作り地 3aHMKa95が一掃されたと述べている。 <<COUHa-

~HCTH~eCKoe rrepeycTpoHcTBO ce~bCKoro X03兄貴CTBaB Y36eKcTaHe (1917-1926 

rr.)>) N2 111， c. 216-7. だが， 1925年 11月のジェトウイス (1922年にセミレーチ

エはこう改名した)県党委員会の報告は， 45村落が一掃されたとしている。 <<COUHa-

~HCTHqeCKOe cTpoHTe~bcTBo B Ka3axcTaHe B BOCCTaHOBHTe~bHbr抗日epHO瓦

(1921-1925 rr.)>)， N2 3， c. 22 

22) <<CoBeTcKoe cTpoHTe~bcTBo B ay~ax H ce~ax CeMHp凹 bH>>， N2 141， c. 222 

23) Ta M)j{e， N2 141， c. 222-3. 

24) 1921年夏までに， セミレーチエ州に，中国領に 2万人弱を残しながらも， 24万人の

難民が既に戻ってきていた。プルジェヴァリスク， ピシュベク郡では，不法占拠者を

追放し，そこに帰郷した難民の土地割当が行れている。 TaM)j{e， N2 119， c. 180-181. 

25) トルケスタンの他の州でも土地改革は行れたが，その規模は数千 d.にとどまってい

る。 P.X. AMHHoBa， ArpapHbre rrpeodpa3oBaHHll"'， c. 80. <<CoUHa~HcTH哩eCKoe

rrepeycTpoHCTBO ce~bCKoro X0311説CTBaB Y36eKcTaHe (197-1926 rr杭 N280， 

c. 154; N2 91， c. 181-2.カザフスタンの北部ステップでは，皐舷・宣il謹にみまわれ，

その対策におわれ土地改革の実施ではなく，その準備作業にとどまったのである。

r.φ.且axrrwe首rep，COUHa~bHo・9KOHOMI何eCKHe rrpe06pa30BaHHll B ay~e H 

瓦epeBHeKa3axcTaHa (1912-1929 rrふ A~Ma-ATa， 1965， c. 159， c. 164 

26) <<CoUHa~HCTHqeCKOe CTpoHTe~bcTBo B Ka3axcTaHe B BOCCTaHOBHTe~bHbr白

rrepHO.ll:))， N2 238， c. 335. 

27) <<CoBeTcKoe cTpoHTe~bcTBo B ay~ax H ce~ax CeMHp凹 bll))，N2 106， 165. 

28) TaM )Ke， N2 116， c. 176. 

29) TaM )j{e， N2 127， c. 194. 

30) この点で，当:ト['1に隣接するフェ Jレガナ州ジャラノレ・アパード地区の土地改革の経過は

興味深い。この地区は，ロシア人農民の入植が盛んに進められ，嘗てモンストロフの農

民軍が駿庖したところであるが，ここからスィノレ・ダリア州に追放されたロシア人農

民は，自分の穀物の取入れのため再び戻ることを許された。その後，彼らの追放は有耶

無耳目にされたのである。 <<COUHa~H可eCKoe rrepeycTpoHcTBO ce~bCKoro X0311員CTBa

B Y36eKcTaHe (1917-1926 rr札 N2102， c. 198. 

- 68ー



ロシア革命と辺境植民地

31) 1921-22年の土地改革の準備，実施，終了のどの局面においても，外部からの移民を

閉ざすというのがー賞した公的立場で怠った。 TaM}Ke， N2 54， c. 109-110;池田，

c. 116; N2 100， c. 194. 

32) 1921年 1月1日に，レーニンは農業人民委員セレダーc.口.Cepe瓦aに警管を送り，

そこで，移民の問題にふれ，シベリア革命委員会議長スミルノーフ 11.H. CMHpHOB 

は提案さわした移民総数の内， わずか 10万人だけ受け入ることができると述べ， キノレ

ギス(現カザフ)共和国人民委員会議議長ラドウス zゼニコヴィチ B.A. Pa瓦yc帽
3eHbKOBI刊は移民の受け入れ一般を拒んでいると伝えた。そして，レーニンはセレ

ダーにラドウス=ゼニコウ‘ィチとその日に交渉し，カザフスタンの移民受入れ数を決

定することを提案していた。刀巴HHHCKH鼠 C60pHHK.XXXVII， M.， 1970， c. 277.中

央政府はシベリアとカザフスタンへの移民受入れへに政治的圧力をかけたのである。

33) J. Castagne， Le Turkestan depuis la rるvolutionrusse (1917-1921). Revue de 

monde musulman. no. L (June 1922)， pp.72-73. lll. 3. Ypa3aeB， B. 11. J1eHHH 

H CTpOHTe~bCTBO COBeTCKO政 rocy瓦apCTBeHHOCTHB TypKecTaHe， TalllKeHT， 

1967， c. 355. 

34) <<CoBeTcKoe cTpoHTe~bcTBo B ay~ax H ce~ax CeMHpe可bl!>>， NQ 87， c. 152. 

35) TaM Ae， Jも 114，c. 174. 

36) くくCOu.Ha~HCTqeCKOe rropeycTpoHcTBO ce~bCKoro XOll員CTBaB Y36eKcTaHe (1917ー

1926 rr.)>>， NQ 111， c. 216-7. 

37) <<CoBeTcKoe cTpoHTe~bcTBo B ay~ax H ce~ax CeMHpeqbl!>>， NQ 143， c. 226. 

38) ムスリム牧民への土地返還が行れるなかで、，パイ，マナプを中心とする牧民の部族的結

集も強められた。この部族的結集は彼らの社会に伝統的な部族紛争 pO江OBall6opb6a 

を引き起こしている。 22年春に山地州 ropHallo6~acTb の新設をめぐって，ソノレト

族とサノレィパギ、シュ族の対立が鋭化し，結局，山地州の創設は見送りとなった。

11CTOpHlI KHprH3耳目， T. 11.φpyH3e， 1956， c. 128. 

39) <<CoBeTcKoe cTpoHTe~bcTBo B ay~ax H ce~ax CeMHpeqbl!>>， N2 3， c. 162-3. 入

1由民の土地改革への抵抗に関しては，次の文献も参照されたし、。 A.H. 30PHH， Pe-

BOAou.HOHHoe瓦BHAeHHe"'，C. 40・f.φ. 且aXlll~e員rep， COu.Ha~b!O-9KOHOMH百台

CKHe rrpe06pa30BaHHlI"'， c. 146， 160 

40) M. KHM， OKT1I6pbCKall peBoAou.HlI…， c. 102. 

41) <<CoBeTcKoe cTpoHTe~bcTBo B ay~ax H ce~ax CeMHpe可bll>>，NQ 118， c. 177-8. 

ノレズターク兄.3. Py，l(3yTaK は，第二次トノレケスタン委員会 (20 年 7 月 ~22 年 8 月)

の成員であり， M.φ トムスキーと共に議長も務めた。

42) P. X. AMHHoBa， ArpapHble rrpe06pa30BaHHlI'" c. 102-3; <(COu.Ha~HCTHqeCKOe 

rrepeycTpoHCTBO ce~bCKoro X0311説CTBaB Y36eKcTaHe (1917-1926 rr.)>>， N2 86， 

c. 169. 

43) OqepKH HCTOpHH KOMMyHHCTHqeCKO員 rrapTHHKa3axcTaHa， c. 211. 
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4め<<}KU3HbHa~UOHa~bHOCTell>>，ぬ 3， 26 51Hsap耳 1922r

45) (()Ku3Hb Ha~uoHa~bHocTell>>， NQ 18 (153)， 11 CeHT5I6p51 1922 r. 

46) ((Co~Ua~ucTu可eCKoe rrepeyCTpoucTBO ce~bCKoro X0351誼CTsa B Y36eKcTaHe 

(1917-1920 rr札地 90，c. 174;ぬ 100，c. 194; ((COBeTCKoe cTpouTe~bcTBo B 

ay~ax U ce~ax CeM時四日>>， NQ 134， c. 207. 
47) A. H. 30PUH， PeBoÆo~uoHHoe 江BHlKeHue"' ， C. 40. 

48) <<)Ku3Hb Ha~UOHa~bHOCTe員>>， NQ 3， 26 51Hbap51 1922 r. 

49) A. H. 30PUH， PeBoÆo~uoHHoe 瓦BUÆeHue"' ， C. 44-5. 

50) <<CoBeTcKoe cTpouTe~bcTBo B ay~ax u ce~ax CeMupe可b5l>>， NQ 143， c. 227. 
51) キノレギス(現カザフ)共和国でも， 1921-22年の土地改革のなかで党内闘争が激化し

た。民族主義者は《キJレギス会議》を召集し，植民主義との闘争を前面に出した。こ

れに対し，大ロシア覇権主義者は，ウラリスク，クスタナイ両県の共和国からの分離

とロシアへの併合を求めた。 22年2月の共和国党委員会総会には， T.ノレイスクロブ

の民族問題に関するテーゼが提出され，これをめぐり鋭い対立が生じた。 QqepKU

UCTOpUU KOMMyHuCTUqeCKO品目apTUUKa3axcTaHa， 1963， A~Ma-ATa， C. 200-203. 

52) r.φ 且aXllI~e並rep， Co~ua~bHo-9KOHOMU可eCKue ロpeo6pa30BaHU5I"'， c. 149-151. 

53) P. X. AMuHosa， ArpapHble rrpeo6pa3oBaHuH'''， c. 53. 

結びにかえて

セミレーチエ州の植民と革命が提起した問題は，南シベリアから南ウラ

ノレ，中央アジア， コーカサス， クリミア半島に及ぶ帝政ロシアの広大な辺境

植民地に共通する歴史的論点でもあった。革命と内戦のなかで辺境民族地域

に成立したソヴェト権力と，それを支える共産党は，基本的に外来入植者を

社会的基盤としていた。ここでは，入植農民を主体とい反地主の社会的契

機を欠如し，勤労用益実現の名の下に原住民の土地への侵害も辞さない農民

革命が展開した。たが，辺境民族地域における卒命の構造，その「並存性」

に規定されて， 1920年からもう一つの土地革命への胎動が始まり， 1921-22 

年の土地改革となった。植民地に於ける土地革命は， ロシア中央部の農民革

命と異なり，反植民主義の急進的改革として始まり，植民地社会の対立と党

内闘争を醸成して，移民と原住民に平等な土地用益を認める土地整理へと落

着した。植民地の土地革命は，反植民主義から脱植民化へトーンを落して終

了したのである。

セミレーチエを含む中央アジアの植民と草命の問題は， 1921-22年の土地
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改革と 1924年の民族境界区分=国家再編で，一応の結着をみた。とはいえ，

1920年代には，この土地改革の成果を問い質す反植民主義の動きが根強く存

在した。キルギス(現カザフ)共和国では，農業人民委員ケンジンA.KeHiK聞

の反対を押して，土地改革の終了が宣言されたし1)，1923年のスルタン・ガ

リエフ事件はタタール，パシキール両共和国の農業=土地政策にも関連し，

ルイスグロフらムスリム活動家もまき込む「ソヴェト権力の枠内での植民地

の存在J(スターリンの言葉)を問う事件でもあったへ 1925年にカザフスタ

ンで，再度，移民を禁止し原住民の土地整理を優先する土地整理の動きがあ

りへ反植民主義の論調は 1920年代末まで継続した4)。また，植民が原住民

へ与えた歴史的抑圧の認識は， 20年代の革命家と研究家に共有されており，

新しい「社会主義的植民」の方法と課題も模索されていたのである5)。

しかし， 1929年に始まる「上からの草命」と，そこでの計画経済と全面的

集団化の下で，植民が再び強力に進められることになり，植民地に於ける反

植民主義の土地草命は未完のうちに，その可能性も最終的に奪れることにな

った。 1929-32年の第一次五カ年計画期にセミパラチンスクからアルマ・ア

タ(旧ヴェルヌイ)まで， 1，452キロのトゥルク=シブ鉄道が敷設され， ここ

に40万のロシア人農民を入植させることが決定された6)0 1930年 6月の第七

回カザフスタン党協議会で党書記ゴロシチョキン φ.11. fOpOlll.eKI1Hは，内

外からの移住入植と牧民の定住化のための巨大な「自由な土地」があると述

べ，移民入植問題が新しい局面にあることを力説したのである九 スターリ

ン批判を進めたフルシチョブの農政の下でも，如女地開墾が急速に進めら

れ，ブレジネフ期に継承された。このような， 1930年代に発するソ連の“社

会主義的"農業開発の下では， 1916年ムスリム蜂起に始まり， 1921-22年

の土地改革を経て，未完に終った植民と草命の問題は，革命過程の「一体

性」諭の成立と相倹って，全体的展望をえることなく今日に至ったので、ある。
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